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大 竹 市 民 憲 章

わたくしたち大竹市民は、古い伝統と、美しい自然に恵まれた郷土に誇りと

自覚をもち、豊かで住みよい理想のまちをきずくため、この憲章を定めます。

１ 自然を愛し、環境をととのえ、住みよいまちをつくりましょう。

１ スポーツに親しみ、健康で、活気にあふれるまちをつくりましょう。

１ 働くことに誇りと喜びをもち、若竹のように、伸びゆくまちをつくり

ましょう。

１ みんなの幸せを願い、力を合わせて、楽しく、明るいまちをつくり

ましょう。

１ 教養を深め、文化のかおり高い、平和なまちをつくりましょう。

（昭和４９年５月１５日制定）



Ⅰ 大 竹 市 の 概 況
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１．大竹市の沿革

大竹市は、広島県の西部県境に位置する臨海工業都市です。

市域はその昔、遠管郷と呼ばれ、古代山陽道の要路にあたっており、遠管駅がおかれていま
お か の さと

した。中世になると、厳島社領や毛利氏の領地となり、関ヶ原の合戦以後は、この地を福島氏

が治め、小方に亀居城を築いて防長二国を支配する毛利氏に備えました。その後、元和 5（1619）

年の福島氏の改易によって浅野氏がこれに代わり、その家老である上田氏の領地にあてられ

ました。

幕末の動乱期には、長州之役の戦禍を受け、沿岸部のほとんどの民家が灰じんに帰していま

す。明治維新以降、国家の治安が確立され、明治、大正、昭和と幾多の変遷を経て、昭和 29 年

9 月、大竹町、小方町、玖波町、栗谷村、松ケ原地区（友和村の一部）が合併し、大竹市が

発足し、今日に至りました。

市域の産業は、明治には和紙生産、鰯網漁業を中核として発展しました。特に和紙は、

木野川（小瀬川）の良水に恵まれ、全国に名声を高めました。

大正 5年、工業都市へのさきがけとして大倉組山陽製鉄所が現在の御幸町に建設されました

が、大正 11 年には軍縮の余波を受けて閉鎖されています。

昭和に入り、8年には三菱ケミカルの前身である新興人絹がこの地に進出しました。一方、

新開地に海兵団、潜水学校などが設けられ、第 2 次世界大戦中は、海軍の重要な軍事基地

としての役割を果たしました。

昭和 20 年の終戦と同時に軍事的要素は一掃され、日本経済の復興の波に乗って平和産業

としての重化学工業の誘致気運が高まりました。

昭和 29 年 9 月、市制が施行されてから、市の積極的な工業都市建設計画により企業誘致が

行われ、化学繊維・パルプ・石油化学工業を中心とする大企業 5社と、既存の大企業 2社を含

める 7大企業が沿岸部に立ち並び、瀬戸内海工業地帯の一角として飛躍的な発展を遂げました。

近年は、少子化などによる人口減少などの恒常的な諸問題に加えて、多発する豪雨災害など

の自然災害などにより、激変・急変する市民生活へ対応する必要が迫られています。今後も

市民の方々が安心して住み続けられるまちづくりを行うため、何十年先も守りたい市民の方々

の幸せを具現化した理想のまちの姿を描き、その実現に向けて市民の方々と行政が一体と

なって進めていく未来志向の新しいまちづくりの計画として、令和 3 年 3 月に「大竹市まち

づくり基本構想」及び「第１期大竹市まちづくり基本計画」を策定しました。これらの計画を

もとに、この大竹の地にこれまで培われてきた多様な産業、豊かな文化、美しい自然など多彩

な地域資源を生かし、雇用創出や子育て支援などの施策を総合的かつ計画的に実施しています。

今後もこれまでのまちの良さや、市民の方々の考えている幸せを守り、そしてより高めていく

ことで、市民の方々が「大竹は良いまちだ」「大竹が大好きだ」と自信を持って言うことが

できるまちづくりを進めていきます。
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土 地 等

市 制 施 行 昭和 29 年 9 月 1 日

面 積 78.66km2

主 な 山 岳 三倉岳〔標高 701.8m〕

主 な 河 川 小瀬川〔延長 58.5km〕、玖島川〔延長 24.7km〕

主 な 島 阿多田島（猪子島を含む）〔面積 2.53km2〕

市 役 所 の 位 置 北緯：34 度 14 分 17 秒、東経：132 度 13 分 20 秒

市の木・市の花 市の木：クロガネモチ、市の花：サツキ

（昭和 49 年 5 月 15 日制定）

人 口

地区別人口（令和 5年 4月 1日現在）

年齢別人口（令和 5年 4月 1日現在）

市の自慢

下 水 道 普 及 率･･････人口普及率 95％以上達成は県内 14 市中 5市（令和 4年度末）

製造品出荷額等･･････化学工業及びパルプ･紙･紙加工品製造業は県内 1位（令和 3年実績）

弥 栄 ダ ム･･････堤高 120m、有効貯水容量 1億 600 万ｍ3 は中国地方で 2位

岩国大竹コンビナート･･････日本初の総合石油コンビナート

海 面 養 殖 業･･････養殖魚収獲量（ぶり類・まだい）は県内で 1位（平成 30 年）

介護保険料基準額･･････県内 23 市町で最も低額（第 8期（令和 3年度～令和 5年度))

地区別面積

(単位:km2)

小 方 栗 谷 玖 波 大 竹 松ケ原

29.09 28.35 12.83 7.68 0.71

区 分 総 数 〔割 合〕 男 女

年 少 人 口（ 0 歳～14 歳） 2,800 人 〔10.8％〕 1,433 人 1,367 人

生産年齢人口（15 歳～64 歳） 13,852 人 〔53.2％〕 7,254 人 6,598 人

老 年 人 口（ 6 5 歳 以 上 ） 9,361 人 〔36.0％〕 4,038 人 5,323 人

地目別面積

(単位：km2)

田 畑 宅 地 池 沼 山 林 牧 場 原 野 雑種地 その他

1.30 1.60 6.19 0.16 21.22 0.36 0.54 1.67 45.62

区 分 世帯数
人 口 (単位:人)

総 数 男 女

総 数 12,891 26,014 12,726 13,288

大 竹 地 区

小 方 地 区

玖 波 地 区

栗 谷 地 区

松 ケ 原 地 区

6,882

3,644

1,975

253

137

14,023

7,607

3,717

433

234

6,977

3,699

1,733

205

112

7,046

3,908

1,984

228

122



Ⅱ 教 育 行 財 政
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１．大竹市教育施策大綱

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正により、平成２７年

４月から、地方公共団体の長は、地域の実情に応じ、地方公共団体の教育、

学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱を定めることとなりました。

大竹市において大綱の策定は、まちづくりを行う上で最上位に位置付けられ

る総合計画との調和を図るため、平成２８年度から令和２年度までを計画期間

とする「第五次大竹市総合計画（後期基本計画）」にあわせて行うこととし、

平成２８年３月に大綱を策定し、これに沿った取組を進めてきました。

令和２年度において、何十年先も守りたい市民の幸せを具現化した理想の

まちの姿を描き、その実現に向けて市民と行政が一体となって進めていく未来

志向の新たなまちづくりの計画として「大竹市まちづくり基本構想」及び

「第１期大竹市まちづくり基本計画」を策定しました。

まちづくりを行う上で最上位に位置付けられる計画を新たに策定したため、

大綱についても「大竹市まちづくり基本構想」との調和を図るため、令和３年

度から令和６年度を計画期間とする「第１期大竹市まちづくり基本計画」の

策定に合わせ、改定を行いました。基本構想に掲げている分野別取組宣言の

うち、「学び楽しむ心豊かなまち」「広く社会で活躍する人を育むまち」「歴史や

文化を大切にするまち」「一人ひとりを大切にするまち」「子どもが健やかに

育つまち」の５つを大綱の取組宣言とし、第１期基本計画のまちづくりの

テーマである「生涯おおたけ やっぱりおおたけ」を進めるための教育施策を

「大竹市教育施策大綱」として改定しました。

大竹市のまちのイメージの将来像である「笑顔・元気 かがやく大竹」の

実現のために、教育がはたすべき役割は非常に大きなものがあると考えます。

大竹市教育施策大綱の将来像を、大竹市まちづくり基本構想に掲げる

「笑顔・元気 かがやく大竹」とすることで、本市の教育施策を、より一層、

力強く進めていき、大竹を愛し、将来の大竹のまちづくりを担う人材を育てて

いきます。
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大竹市教育施策大綱概要図

一人ひとり
を大切にす
るまち

○子どもの学びと
成長を支える教育
の充実

○未来を担う青少
年の健全な育成

○生きがいと創造
性を育む生涯学
習・社会教育の推
進

○豊かな心身を育
むスポーツの推進

○まちへの愛着と
誇りを育む歴史・
文化の保存・継承
の推進

○人権と多様性を
尊重する社会づく
り

○正しい食生活と
食文化を学ぶ食育
の推進

○市民と行政の協
働による地域づく
り

取組宣言

【将来像】 笑顔・元気 かがやく大竹

主要な施策

歴史や文化
を大切にす
るまち

子どもが健
やかに育つ
まち

広く社会で
活躍する人
を育むまち

学び楽しむ
心豊かな
まち

市民と行政
の協働

☆地域と学校の連携協力
☆放課後子ども教室、らんらんカレッジ事業
☆放課後児童クラブの運営

学校連携・子どもの居場所づくり事
業

☆人材育成
☆推進体制の充実

青少年育成事業

☆生涯学習グループ支援
☆社会教育事業
☆文化祭

生涯学習推進事業
図書館運営事業
社会教育施設の維持管理事業

☆スポーツの普及
☆推進体制の充実

スポーツ振興事業

文化財保護事業

生
涯
お
お
た
け

や
っ
ぱ
り
お
お
た
け

☆「主体的な学び」の実現
☆学力の向上
（基礎・基本の定着）

☆ＩＣＴの活用

「確かな学力」
を育む

☆道徳教育の充実
☆生徒指導の充実
☆体験活動の充実

☆基礎的な体力の向上
☆安全教育の充実
☆食育の推進

「豊かな心」
を育む

「健やかな体」
を育む
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２．教育行政

（１）教育委員会
令和 5 年 10 月 1 日時点（見込）

（２）歴代教育長
令和 5 年 10 月 1 日時点（見込）

氏 名 期 間

濱 谷 清 三 昭和 29 年 09 月 01 日 ～ 昭和 39 年 06 月 19 日

小 松 稔 昭和 39 年 17 月 13 日 ～ 昭和 45 年 10 月 13 日

森 岡 敬 三 昭和 45 年 10 月 14 日 ～ 昭和 49 年 10 月 13 日

田 中 敏 美 昭和 49 年 10 月 14 日 ～ 昭和 53 年 10 月 13 日

豊 島 岩 雄 昭和 53 年 10 月 28 日 ～ 昭和 57 年 10 月 27 日

佐 伯 重 郎 昭和 57 年 10 月 28 日 ～ 昭和 61 年 10 月 27 日

田 中 弘 明 昭和 61 年 10 月 30 日 ～ 平成 02 年 10 月 29 日

塩 田 昭 男 平成 02 年 11 月 01 日 ～ 平成 06 年 10 月 29 日

北 林 克 彦 平成 06 年 11 月 01 日 ～ 平成 10 年 10 月 31 日

三 浦 忠 一 平成 10 年 11 月 16 日 ～ 平成 14 年 07 月 31 日

池 本 光 博 平成 15 年 04 月 01 日 ～ 平成 16 年 08 月 20 日

長 門 俊 雄 平成 16 年 09 月 15 日 ～ 平成 18 年 06 月 29 日

西 尾 裕 次 平成 18 年 10 月 02 日 ～ 平成 25 年 03 月 31 日

大 石 泰 平成 25 年 04 月 02 日 ～ 平成 31 年 03 月 31 日

小 西 啓 二 平成 31 年 04 月 01 日 ～

職 名 氏 名 就 任 年 月 日 任 期

教 育 長 小 西 啓 二
こ に し けい じ

平成 31 年 4 月 1 日

令和 3 年 4 月 1 日

～

令和 6 年 3 月 31 日

委 員

（教育長職務代理者） 池 田 良 枝
いけ だ よし え

平成 30 年 12 月 11 日

令和 4 年 12 月 11 日

～

令和 8 年 12 月 10 日

委 員 中 田 美 穂
なか た み ほ

平成 26 年 4 月 1 日

令和 2 年 9 月 30 日

～

令和 6 年 9 月 29 日

委 員 小 城 和 之
お ぎ かず ゆき

令和 2 年 7 月 1 日

令和 3 年 10 月 1 日

～

令和 7 年 9 月 30 日

委 員 市 川 洋
いち かわ ひろし

令和 5 年 4 月 1 日

令和 5 年 4 月 1 日

～

令和 6 年 3 月 14 日
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（３）歴代教育委員長

※地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正により、平成 27 年 4 月 1 日から教育委員長

を置いていません。

（４）歴代外部評価委員
令和 5 年 10 月 1 日（見込）

氏 名 期 間

長 門 春 一 昭和 29 年 09 月 01 日 ～ 昭和 30 年 08 月 31 日

長 谷 正 男 昭和 30 年 09 月 05 日 ～ 昭和 31 年 09 月 30 日

田 淵 源太郎 昭和 31 年 10 月 01 日 ～ 昭和 32 年 09 月 30 日

柴 田 佳 能 昭和 32 年 10 月 01 日 ～ 昭和 33 年 09 月 30 日

大 内 領 一 昭和 33 年 10 月 01 日 ～ 昭和 34 年 09 月 30 日

烏 田 義 通 昭和 34 年 10 月 31 日 ～ 昭和 36 年 09 月 30 日

柴 田 佳 能 昭和 36 年 10 月 02 日 ～ 昭和 37 年 10 月 01 日

烏 田 義 通 昭和 37 年 10 月 08 日 ～ 昭和 39 年 09 月 30 日

三 上 源 一 昭和 39 年 10 月 01 日 ～ 昭和 42 年 10 月 15 日

豊 田 伊久雄 昭和 42 年 10 月 16 日 ～ 平成 02 年 01 月 22 日

沖 本 和 夫 平成 02 年 03 月 14 日 ～ 平成 09 年 03 月 27 日

和 田 世 弘 平成 09 年 03 月 28 日 ～ 平成 17 年 09 月 29 日

烏 田 克 茂 平成 17 年 09 月 30 日 ～ 平成 20 年 09 月 29 日

和 田 世 弘 平成 20 年 09 月 30 日 ～ 平成 24 年 09 月 29 日

烏 田 克 茂 平成 24 年 09 月 30 日 ～ 平成 25 年 09 月 29 日

畠 中 透 平成 25 年 10 月 01 日 ～ 平成 27 年 03 月 31 日

平成 20
田 中 弘 明 社会福祉協議会会長、元大竹市教育長

有 田 幸 夫 元公立小・中学校長

新 矢 佳 弘 市 PTA 連合会会長

21
田 中 弘 明 社会福祉協議会会長、元大竹市教育長

有 田 幸 夫 元公立小・中学校長

永 井 隆 市 PTA 連合会会長

22
田 中 弘 明 社会福祉協議会会長、元大竹市教育長

有 田 幸 夫 元公立小・中学校長

小 出 哲 義 市 PTA 連合会会長

23
田 中 弘 明 社会福祉協議会会長、元大竹市教育長

有 田 幸 夫 元公立小・中学校長

森 田 文 男 市 PTA 連合会会長
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※地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第 26 条（教育に関する

事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）が、平成 20 年 4 月 1 日から施行されたことに

伴い、毎年度評価委員を選任して外部評価を行っています。

24
田 中 弘 明 社会福祉協議会会長、元大竹市教育長

有 田 幸 夫 元公立小・中学校長

森 田 文 男 市 PTA 連合会会長

25
有 田 幸 夫 元公立小・中学校長

畠 中 和 樹 元公立中学校長、元広島教育事務所生涯学習課長

竹 野 英 敏 広島工業大学情報学部知的情報システム学科教授

26
有 田 幸 夫 元公立小・中学校長

畠 中 和 樹 元公立中学校長、元広島教育事務所生涯学習課長

竹 野 英 敏 広島工業大学情報学部知的情報システム学科教授

27
有 田 幸 夫 元公立小・中学校長

畠 中 和 樹 元公立中学校長、元広島教育事務所生涯学習課長

竹 野 英 敏 広島工業大学情報学部知的情報システム学科教授

28
二階堂 百合子 元公立小学校長、元公民館長

畠 中 和 樹 元公立中学校長、元広島教育事務所生涯学習課長

竹 野 英 敏 広島工業大学情報学部知的情報システム学科教授

29
二階堂 百合子 元公立小学校長、元公民館長

畠 中 和 樹 元公立中学校長、元広島教育事務所生涯学習課長

竹 野 英 敏 広島工業大学情報学部知的情報システム学科教授

30
二階堂 百合子 元公立小学校長、元公民館長

畠 中 和 樹 元公立中学校長、元広島教育事務所生涯学習課長

竹 野 英 敏 広島工業大学情報学部知的情報システム学科教授

令和元

二階堂 百合子 元公立小学校長、元公民館長

畠 中 和 樹 元公立中学校長、元広島教育事務所生涯学習課長

竹 野 英 敏 広島工業大学情報学部知的情報システム学科教授

2
二階堂 百合子 元公立小学校長、元公民館長

畠 中 和 樹 元公立中学校長、元広島教育事務所生涯学習課長

竹 野 英 敏 広島工業大学情報学部知的情報システム学科教授

3
二階堂 百合子 元公立小学校長、元公民館長

竹 野 英 敏 広島工業大学情報学部知的情報システム学科教授

池 上 宏 元公立小学校長、元市民センター所長

4
竹 野 英 敏 広島工業大学情報学部知的情報システム学科教授

池 上 宏 元公立小学校長、元市民センター所長

平 野 早百合 元公立小学校長

5
竹 野 英 敏 広島工業大学情報学部知的情報システム学科教授

池 上 宏 元公立小学校長、元市民センター所長

平 野 早百合 元公立小学校長
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（５） 教育委員会の沿革概要

年 月 日 概 要

昭和29. 9. 1 大竹市教育委員会発足

大竹市教育委員会事務局機構

総 務 課──庶務係・財務係

学 事 課──学事係・指導係

社会教育課──文化係・体育係

31. 5. 1 教育委員会事務局機構改革

庶 務 課──庶務係・財務係

教 務 課──学校教育係・社会教育係

34. 1.17 玖波公民館落成

35. 3.31 栗谷小学校校舎完成

37. 9.27 大竹中学校移転改築完成

38. 6.30 市民プール完成

38.11. 1 文化会館落成

文化会館機構

文 化 会 館──庶務係・奉仕係

40. 8. 1 教育委員会事務局機構改革

総務学事課──庶務係・学校教育係・保健体育係

社会教育課──社会教育係

40. 9.11 大竹市体育館完成

40.10. 1 文化会館機構一部改革

文 化 会 館──管理係

41.11. 木野小学校校舎落成

44. 4. 1 教育委員会事務局機構改革

総 務 課──庶務係

学校教育課──学校教育係・学校保健係

社会教育課──社会教育係・社会体育係

45. 3.31 栗谷小学校谷尻分校及び広原分校廃校

45. 4. 1 穂仁原小学校飯谷分校設置

45. 6. 1 広原地区スクールバス運行開始

46. 4. 1 谷尻地区スクールバス運行開始

46. 8.27 阿多田小学校騒音防止対策校舎完成

48. 3.28 大竹小学校騒音防止対策校舎完成(5ヵ年計画)
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年 月 日 概 要

昭和48. 4. 1 教育委員会事務局機構改革

総務学事課──庶務係・学校保健係

学校教育課──学校教育係

社会教育課──社会教育係･社会体育係･社会体育施設係

49. 9.12 玖波公民館完成

51. 3.25 小方小学校騒音防止対策校舎完成

52. 3.31 小方中学校騒音防止対策校舎完成

53. 3.31 栗谷中学校校舎完成

玖波小学校騒音防止対策校舎完成

53. 5. 1 教育委員会事務局機構一部改革

社会教育課に青少年教育係を設ける

54.10. 1 教育委員会事務局機構改革

総 務 課──担当制

学校教育課──学校教育係･保健体育係

社会教育課──社会教育係･青少年教育係･社会体育係

55. 4. 1 市役所移転改築に伴い教育委員会事務局移転

総合体育館落成

56. 3.26 栗谷小学校谷和分校廃校

56. 4. 6 谷和地区スクールバス運行開始

56. 4.15 栄公民館落成

56. 5.11 総合市民会館オープン

57. 3.25 玖波中学校新築完成移転

57. 3.31 穂仁原小学校完成

57. 4.23 小方公民館・勤労者体育センター落成

58. 3.31 栗谷小学校移転新築完成

60. 4. 1 穂仁原小学校飯谷分校廃校

飯谷川手地区スクールバス運行開始

教育委員会事務局機構改革

総 務 課──庶務係・青少年対策係

学校教育課──担当制

社会教育課──社会教育係・社会体育係

総合市民会館の管理を嘱託制度に改革

61．3.27 松ケ原小学校校舎及び体育館移転新築完成

62. 3.27 小方中学校屋内運動場改築完成

62. 4. 1 社会教育課に図書館準備室設置
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年 月 日 概 要

昭和63. 3.10 大竹市自然の家「やさか」完成

平成 元．4. 1 大竹市立図書館オープン

2. 3.26 玖波小学校校舎大規模改造完成

2. 4. 1 大竹会館講堂（アゼリアホール）オープン

教育委員会事務局機構改革

総 務 課──庶務係

学校教育課──学事指導係・健康教育係

生涯学習課──社会教育係・青少年教育係

大竹市文化振興事業団発足

2.7.25～7.30 第1回青少年海外派遣（中学生・大韓民国）

2. 9.28 阿多田小学校屋内運動場完成

3. 5.20 木野小学校屋内運動場改築完成

3. 5.31 大竹中学校屋内運動場改築完成

3.7.30～8. 3 第2回青少年海外派遣（高校生・中華人民共和国）

4. 2.24 小方中学校校舎大規模改造完成

4. 3.24 玖波中学校柔剣道場完成

4. 4. 1 小方中学校パソコン教室設置

大竹中学校パソコン教室設置

4.7.27～8. 1 第3回青少年海外派遣（中学生・大韓民国）

4.8. 4～8. 9 中学生交歓交流開始（沖縄県豊見城村と大竹市）

5. 3.31 小方小学校給食食器洗浄システム導入

5. 4. 1 玖波中学校パソコン教室設置

6. 3. 15 栗谷中学校パソコン教室設置

栗谷中学校屋内運動場等改築完成

6.8. 4～8.10 第4回青少年海外派遣（中学生・ハワイ州ヒロ市外）

7. 3. 15 大竹小学校屋内運動場改築完成

7. 9. 1 大竹市手すき和紙作業所（手すき和紙の里）オープン

8．7. 8 大竹市海の家あたたオープン

8.7.26～7.31 第5回青少年海外派遣（中学生・シンガポール外）

9. 3.25 大竹市生涯学習都市宣言

9. 4. 1 栗谷・松ケ原・木野・穂仁原・阿多田小学校パソコン教室設置

10. 4. 1 大竹小・小方小・玖波小学校パソコン教室設置

11. 8.30 阿多田小学校防音改良工事

11.10.17 第15回国民文化祭ひろしま2000プレ国民文化祭

・第9回県民文化祭文芸祭（川柳大会）
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年 月 日 概 要

平成11.11. 7 第15回国民文化祭ひろしま2000プレ国民文化祭

・ジャズダンスフェスティバル

12.11. 4 第15回国民文化祭ひろしま2000 文芸祭 川柳大会

12.11. 5 〃 ジャズダンスフェスティバル

13. 2.12 Jr.サイエンスフェスタ2001おおたけ

13. 4. 1 教育委員会事務局機構改革

総務学事課──教育総務係・学校教育係

生涯学習課──社会教育係・青少年教育係

13. 5～14. 8 ＩＴ学習講習実施

14. 6～ 大竹市民スポーツ広場オープン

15. 4. 1 教育委員会事務局機構改革

総務学事課──教育総務係・学校教育係・こども相談室

生涯学習課──社会教育係・スポーツ振興係・施設管理係

15. 6.21 大竹中学校校舎改築着工

16. 4. 1 教育委員会事務局機構改革

生涯学習課──社会教育係・施設スポーツ係・青少年支援係

16. 7.12 大竹中学校校舎第1期分完成・引渡

17. 2.28 大竹中学校校舎改築完成

17. 4. 1 教育委員会事務局機構改革

生涯学習課──社会教育係・施設スポーツ係

大竹市立小中学校事務センター発足

17. 9. 1 市内小学校パソコン教室整備

17.11.22 「おおたけ少人数教育特区」認定

18. 4. 1 学校選択制導入

少人数学級推進事業導入

18. 8. 2 大竹中学校校舎（社）文教施設協会「うるおいのある教育施設」部門入賞

18.8.21～8.27 キャリア教育実践プロジェクト開始

大竹市キャリア・スタート・ウィーク実施

19. 4. 1 教育委員会事務局機構改革

総務学事課──教育総務係・教育指導係

20. 3.31 松ケ原小学校閉校、松ケ原地区スクールバス運行開始（20.4.1～）

20. 8.28 玖波小・中学校空調機設置（全普通教室及び特別教室の一部）

21. 3.11 市内中学校パソコン教室機器更新

21．4. 1 教育委員会事務局機構改革

生涯学習課──社会教育係・施設スポーツ係・青少年育成係
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年 月 日 概 要

平成21．7.18 大竹小学校校舎改築工事着工

22. 3.23 大竹小学校校舎第1期分完成・引渡

23. 3.24 ひかり児童クラブ完成

23. 3.31 大竹小学校校舎改築完成

23．3.31 木野小学校閉校、木野地区スクールバス運行開始（23.4.1～）

23．7.22 学校図書システム導入

23．9.30 小方小学校・小方中学校移転改築工事着工

24. 3.29 小方小学校・小方中学校プール完成

24. 4. 1 栗谷中学校休校

24. 9. 1 市内小学校パソコン教室機器更新

25. 2.28 給食センター完成

25. 3.29
小方小学校・小方中学校校舎移転改築完成

みどり児童クラブ完成

25. 3.31 穂仁原小学校、阿多田小学校閉校

25. 5.31 大竹市文化振興事業団解散

26．9.30 栗谷中学校閉校

27. 3. 4 玖波公民館が第67回優良公民館表彰最優秀館に選ばれる

27．9. 1
玖波小学校校舎改築のため、玖波小学校・あすなろ児童クラブが

玖波中学校に移転

27．9.30 玖波小学校校舎・あすなろ児童クラブ改築工事着工

28. 9. 1 市内中学校パソコン教室機器更新

28．9.30 小方公民館閉館

29. 2.28 玖波小学校校舎・あすなろ児童クラブ改築完成

31. 4. 1 栗谷小学校休校

31. 4.21 手すき和紙の里体験学習棟オープン

令和 2．4. 1
教育委員会事務局機構改革

生涯学習課──社会教育係・施設スポーツ係

3．2. 15 大竹会館「アゼリアおおたけ」オープン

3．3. 31 勤労青少年ホームを廃止

3．4. 1 放課後児童クラブ運営業務の一部を民間委託開始

4．7. 28 大竹小学校プール建設工事着工

5．9. 29 大竹小学校プール完成
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教育委員会機構(令和5年5月1日現在)

　

　
　
　

　

       職員数　81名（教育長1名、市職員22名、会計年度任用職員58名）

総　務　学　事　課 教育総務係 5名 会計年度任用職員2名

課長 他11名 教育指導係 5名 会計年度任用職員2名

（会計年度任用職員33名） こども相談室 会計年度任用職員2名

給食センター 1名 会計年度任用職員2名

小学校（4校）

　　非常勤講師　会計年度任用職員1名

教育長 　　特別支援教育支援員　会計年度任用職員6名

　　学級支援員　会計年度任用職員5名

　　読書活動推進員　会計年度任用職員1名

中学校（3校）

　　非常勤講師　会計年度任用職員9名

　　学級支援員　会計年度任用職員2名

　　読書活動推進員　会計年度任用職員1名

生　涯　学　習　課 社会教育係 5名 会計年度任用職員3名

課長 他9名 施設スポーツ係 4名 会計年度任用職員2名

総合市民会館 会計年度任用職員3名

図書館 会計年度任用職員7名

大竹会館(アゼリアおおたけ）

（会計年度任用職員25名 内併任5名）
栄公民館       会計年度任用職員2名

玖波公民館       会計年度任用職員3名（併任）

栗谷公民館       会計年度任用職員2名（併任）

自然の家　やさか

海の家　あたた　   会計年度任用職員3名

ひかり児童クラブ

みどり児童クラブ

あすなろ児童クラブ
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教育委員会事務局事務分掌(令和5年5月1日現在)

　〒739-0692　大竹市小方一丁目11番1号

　FAX:0827-57-7124

　E‐mail: sougaku@city.otake.hiroshima.jp

(１) 公文書の収受、発送及び整理に関すること。

(２) 教育委員会の会議に関すること。

(３) 教育行政に関する重要施策の企画及び総合調整に関すること。

(４) 教育行政施策の推進及び広報に関すること。

(５) 条例、規則、規程等の審査及び公告式に関すること。

(６) 公印に関すること。

(７) 儀式及び表彰に関すること。

(８) 陳情等の受理及び教育行政に関する相談に関すること。

(９) 秘書、交際及び渉外に関すること。

(10) 事務局職員の人事及び給与に関すること。

(11) 調査統計に関すること。

(12) 教育委員会の予算及び決算並びに経理に関すること。

(13) 学校予算の配当に関すること。

(14) 学校備品等の整理に関すること。

(15) 学校施設の新築、増築及び改築計画の策定並びに実施に関すること。

(16)
(17) 学校施設の業務委託に関すること。

(18) 学校施設台帳の整理に関すること。

(19) 学校施設の目的外使用に関すること。

(20) 学校用地等の借り上げに関すること。

(21)
(22) 学校教育情報化の総括に関すること。

(23) 教員住宅に関すること。

(24) こども相談室の維持管理に関すること。

(25) 通学路及び通学用車両の運行に関すること。

(26) 奨学金に関すること。

(27) 事務局及び課の庶務に関すること。

(１) 県費教職員及び市費教職員の人事及び給与に関すること。

(２) 学校の組織及び編成に関すること。

(３) 通学区域に関すること。

(４) 児童及び生徒の就学、入学、転退学及び卒業に関すること。

(５) 就学援助及び就学奨励に関すること。

(６) 教科用図書の給与に関すること。

(７) 教科書の採択その他教材に関すること。

(８) 学習用ICT機器の運用等に関すること。

(９) 教職員団体及び学校関係諸団体に関すること。

(10) 教育課程、学習指導その他学校教育の指導に関すること。

(11) 児童及び生徒の生活指導、進路指導及び教育相談に関すること。

(12) 教職員の研修に関すること。

(13) 学校の人権教育に関すること。

(14) 私立学校に関すること。

(15) 教育研究会に関すること。

(16) 英語指導助手に関すること。

(17)
ア
イ

学校施設等の教育財産の取得及び処分を市長に申し出ること並びに教育財産の管理に関すること。

学校施設整備に係る国又は県に対する補助金等の交付申請及び精算報告に関すること。

子ども・子育て支援法（平成24年法律第65号）における施設型給付を受けない幼稚園に関する次に掲げる事務

子ども・子育て支援法第２章第４節に規定する子育てのための施設等利用給付に関すること。

子ども・子育て支援法第59条第３号ロに規定する食事の提供に要する費用の助成に関すること。

総務学事課

教育総務係 　TEL：0827-59-2184

教育指導係 　TEL：0827-59-2185
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(18) 特別支援教育に関すること。

(19) 学校の保健計画及び指導に関すること。

(20) 教職員、児童及び生徒の保健衛生に関すること。

(21) 学校医等に関すること。

(22) 独立行政法人日本スポーツ振興センターに関すること。

(23) 学校環境衛生に関すること。

(24) 交通安全及び学校安全に関すること。

(25) 学校給食に関すること。

(26) こども相談室の相談業務及び教育相談カウンセリングに関すること。

(27) 阿多田地区高校生等修学支援に関すること。

(28) その他学校教育に関すること。

　〒739-0605　大竹市立戸一丁目6番1号

　E‐mail: seigaku@city.otake.hiroshima.jp

(１) 生涯学習に関すること。

(２) 家庭、乳幼児及び青少年教育に関すること。

(３) 人権教育に関すること。

(４) 社会教育委員等に関すること。

(５) 文化財保護及び文化財審議会に関すること。

(６) 講座、講演会及び展示会に関すること。

(７) 芸術及び文化の奨励に関すること。

(８) 総合市民会館事業（成人、女性、高齢者及び視聴覚教育）に関すること。

(９) 大竹会館事業に関すること。

(10) 公民館事業に関すること。

(11) 図書館事業に関すること。

(12) 社会教育関係団体等の指導及び育成に関すること。

(13) 21世紀を担う人材育成に関すること。

(14) 放課後児童クラブに関すること。

(15) 青少年問題協議会に関すること。

(16) 青少年育成センターに関すること。

(17) その他社会教育に関すること。

(18) 課の庶務に関すること。

(１) 総合市民会館の維持管理に関すること。

(２) 大竹会館の維持管理に関すること。

(３) 公民館の維持管理に関すること。

(４) 図書館の維持管理に関すること。

(５) 大竹市海の家あたたに関すること。

(６) 大竹市自然の家やさかに関すること。

(７) その他社会教育施設等の維持管理に関すること。

(８) 社会教育施設等の整備計画に関すること。

(９)
(10) スポーツの振興に関すること。

(11) スポーツ講座等に関すること。

(12) スポーツ関係団体の指導及び育成に関すること。

(13) スポーツ推進委員等に関すること。

(14) 市民スポーツ広場に関すること。

(15) さかえ公園の運動施設の使用許可に関すること。

(16) 公立学校体育施設の開放事業に関すること。

(17) その他スポーツに関すること。

社会教育施設等の教育財産の取得及び処分を市長に申し出ること並びに社会教育財産の管理に関すること。

生涯学習課

社会教育係 　TEL：0827-53-5800・0827-28-5680　/　FAX：0827-53-5801

 施設スポーツ係 　TEL：0827-53-6677　/　FAX：0827-54-2121
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２．教育財政

（１）令和 5年度一般会計当初予算概要

順位 予算額（千円） 構成比 予算額（千円） 構成比

1 市税 5,183,451 32.6% 1 議会費 184,339 1.2%

2 地方譲与税 76,215 0.5% 2 総務費 2,127,579 13.4%

3 利子割交付金 1,666 0.0% 3 民生費 4,602,658 28.9%

4 配当割交付金 24,608 0.1% 4 衛生費 1,044,028 6.6%

5 株式等譲渡所得割交付金 14,714 0.1% 5 労働費 120,050 0.7%

6 法人事業税交付金 75,753 0.5% 6 農林水産業費 445,733 2.8%

7 地方消費税交付金 686,734 4.3% 7 商工費 244,388 1.5%

8 環境性能割交付金 10,506 0.1% 8 土木費 2,988,773 18.8%

9 地方特例交付金 34,800 0.2% 9 消防費 603,650 3.8%

10 地方交付税 2,003,381 12.6% 10 教育費 1,739,278 10.9%

11 交通安全対策特別交付金 2,640 0.0% 11 災害復旧費 10,004 0.1%

12 分担金及び負担金 134,410 0.8% 12 公債費 1,773,702 11.2%

13 使用料及び手数料 295,832 1.9% 13 予備費 20,000 0.1%

14 国庫支出金 2,401,789 15.1% 15,904,182 100.0%

15 県支出金 847,463 5.3%

16 財産収入 26,638 0.2%

17 寄附金 600,003 3.8%

18 繰入金 1,382,539 8.7%

19 繰越金 1 0.0%

20 諸収入 793,739 5.0%

21 市債 1,307,300 8.2%

15,904,182 100.0%

歳入 歳出

合計

合計

民生費
28.9%

土木費

18.8%総務費

 13.4%

公債費

11.2%

教育費

10.9%

衛生費
6.6%

その他

10.2%

歳出

市税

32.6%

国庫支出金 

15.1%地方交付税

12.6%

繰入金

8.7%

市債

8.2%

県支出金

5.3%

その他

17.5%

歳入
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（２）令和 5年度当初予算教育費概要

予算額(千円） 構成比
1 教育総務費 211,459 12.2%
①教育委員会費 15,775 
②事務局費 100,051 
③教育振興費 86,553 
④教員住宅管理費 303 
⑤こども相談室費 8,419 
⑥学校事務センター費 358 

2 小学校費 697,555 40.1%
①学校管理費 651,600 
②教育振興費 45,955 

3 中学校費 127,607 7.3%
①学校管理費 90,143 
②教育振興費 37,464 

4 社会教育費 395,890 22.8%
①社会教育総務費 137,180 
②文化財保護費 5,149 
③青少年教育費 75,648 
④総合市民会館費 71,909 
⑤大竹会館費 32,456 
⑥地区公民館費 20,476 
⑦図書館費 40,156 
⑧自然の家管理費 4,921 
⑨海の家管理費 7,995 

5 保健体育費 306,767 17.6%
①保健体育総務費 27,612 
③体育振興費 16,690 
④学校給食費 262,465 

1,739,278 100.0%

歳出

教育費合計

教育総務費

12.2%

小学校費

40.1%

中学校費

7.3%

社会教育費

22.8%

保健体育費

17.6%

教育費総額

1,739,278円
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（３）令和 5年度教育関係主要事業 （「当初予算の概要」より抜粋）

事業名 内容
中学校管理運営事業

（玖波中学校施設環境改善事業）

１４，５００千円

玖波中学校の教育環境を改善するため、生徒用トイレ改修工事、段差

解消工事、屋内運動場照明改修工事を行います。

学校給食費支援事業

９５，４３４千円

大竹市立学校に在籍する児童・生徒の保護者が負担する学校給食費を

全額免除することで、保護者の経済的負担を軽減し、子育て支援を推進

します。

奨学金貸付事業

１１，３６９千円

経済的な理由により修学の機会がなくなることのないよう、学資の貸

付を行います。なお、認定基準の一部を見直し、令和 5 年度の貸付分か

ら適用します。また、平成 24 年度から、市内に一定期間居住すること

を要件とした奨学金の返還免除制度を導入しています。

こども相談室運営事業

８，４１９千円

家庭等で問題を抱えながら生活をしている子ども・保護者等に対し、

幼児期から青年期まで一貫した相談を実施できる場所を提供するとと

もに、不登校の児童・生徒に対し、学習・生活面での支援を行い、社会

的自立への基礎を培います。

小学校管理運営事業

（大竹小学校プール建設事業）

３０５，０００千円

大竹小学校の児童と大竹中学校の生徒が共同で使用できる新たな

プールを大竹小学校に整備します。

令和４年度は、両校のプールの解体工事を行い、新たなプールの建設

に着手しました。令和 5 年度は、引き続き建設工事を行います。

小・中学校教育振興事業

（ＩＣＴ支援員配置事業）

１０，５６０千円

児童・生徒の情報活用能力を高め、多様な問題を解決できる能力の育

成を目指すため、1 人 1 台端末を授業等で活用しています。そのために

必要となる教員の ICT 機器活用力の向上、機器の不具合への対応、情報

セキュリティ対策の強化等のため、専門的な知識を持つ ICT 支援員を

配置します。

小・中学校教育振興支援事業

（オンライン学習通信費援助事業）

３，３９０千円

学習用端末を持ち帰り、家庭においても活用するために、通信環境未

整備の世帯にモバイル Wi-Fi ルータの貸出を行う（契約及び通信料は保

護者負担）とともに、就学援助世帯等については通信費の一部を援助し

ます。中学生および小学 5・6 年生とあわせて、令和 5 年度は新たに小

学 3･4 年生も持ち帰り学習を開始します。

小・中学校学習環境サポート・読書活動

推進事業

１９，１０４千円

通常の学級に在籍する発達障害等のある児童・生徒へのサポートのた

め「学級支援員」を配置し、個に応じたきめ細やかな支援を行います。

学校図書館に読書や学習活動を支援する「読書活動推進員」を配置し、

幅広い視野を持った心豊かな児童・生徒を育成します。

中学校教育振興事業

（英語力向上事業）

７２１千円

日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定の検定料を、市内の中

学校に通う中学 3 年生を対象に全額助成（年 1 回）します。中学卒業ま

でに取得する目標の級を定めることで、中学生全体の英語力の向上を目

指します。

学校連携・子どもの居場所づくり事業

（放課後児童クラブ運営事業）

６７，１０２千円

放課後や長期休暇中などに、保護者が仕事などで昼間家庭にいない児

童に対して、「放課後児童クラブ」において適切な「遊びの場」や「生活

の場」を提供することで、児童の健全な育成と保護者の仕事と子育ての

両立を支援します。

学校連携・子どもの居場所づくり事業

（放課後子ども教室事業）

３，０００千円

放課後、週末及び長期休暇中における子どもたちの有意義な活動拠点

（居場所）を確保するため、地域学校協働本部が核となって地域や各種

団体等と連携し、学校や公民館等を活用して様々な体験活動や学習機会

の場を児童に提供します。

玖波地域交流施設整備事業

１３，１０９千円

築 50 年を迎える玖波公民館をコミュニティサロン玖波等の機能を統

合した地域交流施設として新たに整備するため、整備方針等を定める基

本構想・基本計画の策定を行います。

栄公民館管理事業

（大ホール床改修事業）

１，６００千円

利用者が安全・安心に利用してもらうため、劣化した栄公民館大ホー

ルの床改修を行います。

文化財保護事業

１，１００千円

市内の史跡等について、より多くの方に関心を持ってもらうとともに

本市の歴史を学ぶ機会を提供するため、西国街道大竹路の案内板を新た

に設置するとともに、既設の文化財等説明板の損傷状況等の調査を、大

竹市歴史研究会と連携して取り組みます。また、伝統文化を保存・継承

する団体への補助事業についても、補助対象を拡大します。
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（４）教育費当初予算の推移

①歳出予算性質別内訳 　（単位：千円、％）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

1 人件費 290,961 29.9 306,784 24.3 307,509 17.7

2 物件費 470,311 48.4 459,166 36.3 636,868 36.6

3 維持補修費 35,430 3.6 39,097 3.1 40,430 2.3

4 扶助費 107,232 11.0 94,251 7.4 75,772 4.3

5 補助費等 19,544 2.0 20,625 1.6 24,322 1.4

6 普通建設事業等 38,597 4.0 138,604 11.0 360,855 20.7

7 積立金 193 0.0 195,822 15.5 282,362 16.2

8 出資金・貸付金 10,368 1.1 10,368 0.8 11,160 0.6

   　合   計 972,636 100.0 1,264,717 100.0 1,739,278 100.0

②一般会計予算に占める割合

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和3年度 令和4年度 令和5年度

教育費予算
       （千円）

対一般会計比率
　　　　　（％）

市民1人当たりの
教育費（円）

2,761,044 19.2 96,513 

957,882 7.0 33,741 

915,179 6.7 32,308 

1,870,437 13.1 66,542 

1,764,664 12.1 63,359 

854,768 6.4 30,952 

925,113 6.2 33,855 

1,044,064 7.0 38,735 

2,627,162 14.8 98,179 

972,636 6.3 36,608 

1,264,717 8.3 48,209 

1,739,278 10.9 66,859 

性質別





Ⅲ 学 校 教 育
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令和５年度 大竹市教育委員会学校教育概要図

教育目標：「笑顔・元気」かがやく大竹っ子の育成
めざす子供像：自分の力で人生を生き抜くたくましい子供

施設・設備の安全管理 学校事故の未然防止 感染症等の拡大防止 暴力行為の未然防止

いじめの未然防止と積極的認知による早期発見・早期対応 教職員の服務規律の徹底

・各中学校区小中一貫教育企画委員会の設置

・９年間を見通した教育活動の推進

・小中共通の学校教育目標の設定

・中学校区ごとの教育研究の充実

施策１ 小中一貫教育の推進

★県の事業

探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業 大竹小・大竹中

小 学 校 教 科 担 任 制 推 進 校 大竹小

生 徒 指 導 サ ポ ー ト 実 践 校 大竹中

小学校低学年段階からの学ぶ喜びサポート校事業 玖波小

中学校英語における ICT を活用した言語活動充実プロジェクト 玖波中

特 別 支 援 学 級 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト 小方中

市 町 支 援 加 配 小方中・大竹中・大竹小

スクール・サポート・スタッフ配置校 小方中・大竹中・小方小・大竹小

★市の事業

○読書活動推進員配置事業

○特別支援教育支援員・学級支援員配置事業

○ＩＣＴ支援員配置事業

○こども相談室運営事業

○学校給食センター及び栄養教諭による食育推進事業

○英語力向上事業（実用英語技能検定 検定料補助）

施策２ 児童生徒一人一人の将来に生きて働く力の定着

＊学校教育活動全体で取り組

む体力つくり

＊授業の中での体力の向上に

向けた指導の充実

基礎的な体力の向上

＊食に関する正しい知識及び

望ましい食習慣の定着

＊食を選択する力の育成

食育の推進

＊安全教育（生活安全・交通

安全・災害安全）の充実

＊防災教育の効果的な推進

安全教育の充実

＊日頃の授業改善により、学習

者起点の能動的で深い学びへ

＊「本質的な問い」による探究

的な学習の実践

「主体的な学び」の実現

＊つけたい力（資質・能力）を

明確にした授業づくり

＊知識・技能を活用し、考えた

ことを表現する力の育成

学力の向上

＊タブレット端末の組織的かつ

効果的な活用

＊教員の ICT 活用スキルの向上

ICTの活用

＊カリキュラム・マネジメント

による道徳教育の充実

＊深い学びのある「考え、議論

する道徳」の授業づくり

道徳教育の充実

＊暴力行為・いじめ・不登校の

未然防止に向けた取組の充実

＊不登校児童生徒の社会的自立

に向けた個に応じた支援

生徒指導の充実

＊学校教育目標や各教科のねら

いの達成に資する活動として

の効果的な実施

＊めあてと振り返りの充実

体験活動の充実
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（４）小・中学校等の現況

小学校一覧表

（令和 5 年 5 月 1 日）

※栗谷小学校は平成 31 年 4 月 1 日から休校中。

中学校一覧表

（令和 5 年 5 月 1 日）

校

番

校 名

創立年月

児童数

人

学級数

教 員 数
事 務

職員数

屋 内

運動場

㎡

運動場

総面積

㎡

教室数校長・教頭・

主幹教諭・指

導教諭・教

諭・助教諭

養護

教諭

栄養

教諭

県

人

市

人

1
玖波小学校

明治 6 年 4 月 98 8 12 1 － 1 － 726 9,690 17

2
小方小学校

明治 6 年 4 月 435 18 24 1 － 2 － 1,431 23,832 28

3
大竹小学校

明治 6 年 4 月 649 24 32 1 1 1 － 1,762 8,253 36

4
栗谷小学校

明治 11 年 8 月 － － － － － － － 499 3,509 7

計 4 校 1,182 50 68 3 1 4 － 4,418 45,284 88

校

番

校 名

創立年月

児童数

人

学級数

教 員 数
事 務

職員数

屋 内

運動場

㎡

運動場

総面積

㎡

教室数校長・教頭・

主幹教諭・指

導教諭・教

諭・助教諭

養護

教諭

栄養

教諭

県

人

市

人

1
玖 波 中 学 校

昭和 22 年 4 月 58 5 11 1 － － － 792 8,411 23

2
小方中学校

昭和 22 年 4 月 219 9 13 1 1 1 － 1,663 23,832 23

3
大竹中学校

昭和 22 年 4 月 299 11 21 1 － 1 － 1,747 11,808 36

計 3 校
576 25 45 3 1 2 － 4,202 44,051 82



参考資料：令和５年度公立学校施設実態調査

※小方小学校、小方中学校は同一敷地内にある施設一体

※小方小学校、小方中学校の屋内運動場保有面積には、屋根付プールを含みます。

※構造 Ｒ：鉄筋コンクリート造

Ｓ：鉄骨その他造

Ｗ：木造

学校名 玖波小学校 小方小学校 大竹小学校 栗谷小学校 玖波中学校 小方中学校 大竹中学校

校地面積

敷地面積 4,878 ㎡ 18,761 ㎡ 20,297 ㎡ 2,959 ㎡ 13,700 ㎡ 18,761 ㎡ 19,843 ㎡

運動場 9,690 ㎡ 23,832 ㎡ 8,253 ㎡ 3,509 ㎡ 8,411 ㎡ 23,832 ㎡ 11,808 ㎡

実験実習地・その他 342 ㎡ 412 ㎡ 267 ㎡ 342 ㎡

校舎
構造

保有

面積

R 3239 ㎡ R 5200 ㎡ R 6,862 ㎡ R 1,125 ㎡ R 3,962 ㎡ R 4,152 ㎡ R 6,279 ㎡

S 12 ㎡ S 12 ㎡ S 4 ㎡ S 10 ㎡ S 10 ㎡ S 6 ㎡ S

W W W W 10 ㎡ W W W

建築年月 H29.2 H25.3 H23.3 S58.3 S57.3 H25.3 H17.2

屋内運動場
保有面積 726 ㎡ 1,431 ㎡ 1,762 ㎡ 499 ㎡ 792 ㎡ 1,663 ㎡ 1,747 ㎡

建築年月 S54.3 H25.3 H7.3 S58.3 S57.3 H25.3 H3.5

その他主要設備 太陽光発電設備
太陽光発電設備

自家発電設備

太陽光発電設備

地中熱利用換気設備

太陽光発電設備

自家発電設備

-22
-



児童・生徒数の推移

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

1,562 1,492 1,433 1,371 1,339 1,344 1,274 1,255 1,248 1,255 1,253 1,207 1,216 1,224 1,211 1,193 1,184 1,182

741 750 727 732 660 632 606 618 600 569 580 593 582 559 534 546 557 576

男 1,168 1,147 1,119 1,090 1,025 1,011 966 974 952 947 953 916 895 906 905 907 895 910

計 女 1,135 1,095 1,041 1,013 974 965 914 899 896 877 880 884 903 877 840 832 846 848

計 2,303 2,242 2,160 2,103 1,999 1,976 1,880 1,873 1,848 1,824 1,833 1,800 1,798 1,783 1,745 1,739 1,741 1,758

学校別児童・生徒数の推移

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

263 254 244 230 206 201 191 176 161 154 161 141 124 117 111 110 103 98

8 6 閉校

450 421 429 406 396 398 370 391 403 419 422 423 432 463 464 449 446 435

10 11 8 7 7 5 5 閉校

13 8 8 10 11 13 14 閉校

783 756 712 688 691 716 685 678 676 675 665 639 657 644 636 634 635 649

17 17 17 16 15 閉校

18 19 15 14 13 11 9 10 8 7 5 4 3 休校

1,562 1,492 1,433 1,371 1,339 1,344 1,274 1,255 1,248 1,255 1,253 1,207 1,216 1,224 1,211 1,193 1,184 1,182

144 150 153 154 140 134 117 113 95 88 73 85 77 74 50 49 52 58

212 217 204 221 197 182 187 190 202 176 193 186 195 182 190 201 208 219

365 368 356 345 314 310 302 315 303 305 314 322 310 303 294 296 297 299

20 15 14 12 9 6 休校 　 閉校(H26.9月末)

741 750 727 732 660 632 606 618 600 569 580 593 582 559 534 546 557 576

2,303 2,242 2,160 2,103 1,999 1,976 1,880 1,873 1,848 1,824 1,833 1,800 1,798 1,783 1,745 1,739 1,741 1,758

区分

小学校

中学校

玖波小学校

松ケ原小学校

小方小学校

穂仁原小学校

阿多田小学校

大竹小学校

木野小学校

栗谷小学校

小学校計

玖波中学校

小方中学校

大竹中学校

栗谷中学校

中学校計

合計

-23
-
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くばしょうがっこう

玖波小学校

所 在 地

電 話

FAX

校 長 名

児 童 数 ９８ 学 級 数

E-mail

HP

★教育目標

★研究主題

★特色

○1クラス10～23名の小規模校のよさを生かし、全職員で全児童を育てます。

○ユニバーサルデザインの授業実践やICTの活用により、児童の学力向上を

　めざしています。

○低中高学年チームでの活動やたてわり班活動を通して、学びの原動力である

　自己有用感を高めます。

おがたしょうがっこう

小方小学校

所 在 地

電 話

FAX

校 長 名

児 童 数 ４３５ 学 級 数

E-mail

HP

★教育目標

〒７３９－０６５１

大竹市玖波７丁目１－１

０８２７－５７－３１０１

０８２７－５７－３１０２

根石　郁子

８

kubasho@fch.ne.jp

http://members.fch.ne.jp/kubasho/

共に生きる～いっしょに・向き合って・つながろう～

自己有用感をチャレンジ・表現・貢献（協力）の力に

「『わかった』『できた』と実感し学びに向かう児童の育成」

～個別最適な学びと協働的な学びがつながる授業を通して～

〒７３９－０６２８

大竹市小方ケ丘１－１

０８２７－５７－７１５８

０８２７－５７－７２０８

真鍋　和聰

１８

ogatakko@fch.ne.jp

http://members.fch.ne.jp/ogatakko/

かしこく　なかよく　たくましく　～元気に　仲良く　学習する　児童生徒の育成～

★研究主題

★特色　小中がともに学ぶ施設一体型「小中一貫教育校」の強みを活かした教育活動

○小・中協働の教育研究

○小・中の情報連携及び行動連携

○小・中合同行事（入学式や小方学園祭など）

○小・中合同ボランティア　　　　　　など

校章

校章

道徳的行為をしようとする内面の力を育てる道徳科の授業の在り方
～道徳的価値観を形成する発問づくりを通して～

（令和５，６年度　広島県教育委員会指定「道徳教育推進拠点地域事業」指定校）
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おおたけしょうがっこう

大竹小学校

電 話

FAX

校 長 名

児 童 数 ６５０ 学 級 数

E-mail

HP

★教育目標

★研究主題

★特色

くりたにしょうがっこう

栗谷小学校

電 話

FAX

E-mail

HP

〒７３９－０６１４

大竹市白石２丁目１－１

０８２７－５２－３１７７

０８２７－５２－３１７８

兼田　等

２４

otakesho@ｆｃｈ.ne.jp

http://members.fch.ne.jp/otakesho/

「みんなで伸びる」～トライ＆サポート～

〒７３９－０６４５

 大竹市栗谷町小栗林５１０

０８２７－５９－２１８４(総務学事課)

０８２７－５７－７１２４(総務学事課)

sougaku@city.otake.hiroshima.jp

http://members.fch.ne.jp/kurikko/

平成31年度から休校しています。

所 在 地

「本質的な問いにせまる課題を主体的に解決しようとする児童の育成」
～リフレクションを活用した探究的な学びの実現を通して～

○「探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業」の指定３年目にあたり、探究的な学
習を充実させて、児童の学びに向う「主体性」及び「課題発見・解決能力」を高めます。
○誰かの役に立っている自覚をもてるような、人とのかかわりや小さな挑戦を積み重ねて自
己有用感の育成を図ります。
○地域学習の充実を図り（ゲストティーチャー・単元構想）、「大竹を愛し、大竹を誇りに
思う」児童を育成し、保護者・地域から信頼される学校を目指します。

校章

所 在 地

校舎写真

校舎写真
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くばちゅうがっこう

玖波中学校

電 話

FAX

校 長 名

生 徒 数 ５７ 学 級 数

E-mail

HP

★教育目標

★研究主題

★特色

おがたちゅうがっこう

小方中学校

所 在 地

電 話

FAX

校 長 名

生 徒 数 ２１９ 学 級 数

E-mail

HP

★学校教育目標

○　小・中合同ボランティア　　　　　　など

〒７３９－０６５１

大竹市玖波４丁目１２－１

０８２７－５７－７２４１

０８２７－５７－３０６０

小田　大介

５

kubachu@fch.ne.jp

http://members.fch.ne.jp/kubachu/

〒７３９－０６２８

大竹市小方ケ丘１－１

０８２７－５７－７２１１

０８２７－５７－７２０８

真鍋　和聰

９

ogata.jh@fch.ne.jp

http://members.fch.ne.jp/ogata.jh/

かしこく　なかよく　たくましく　～元気に　仲良く　学習する　児童生徒の育成～

★研究主題

★特色　小中がともに学ぶ「小中一貫教育校」の特色を活かした教育活動

○　小・中協働の教育研究

○　小・中の情報連携及び行動連携

○　小・中合同行事（入学式や小方学園祭など）

校章

所 在 地

【玖波小・中学校共通学校教育目標】夢を持ち，自ら夢を実現する児童・生徒の育成
　　　【玖波中学校教育目標】　　　自他を大切にし，主体的に考え行動できる生徒の育成

「自らへの自信を持ち、主体的に学びに向かう生徒の育成」
～個に応じた学習の手立てと思考力・表現力を高める授業づくりを通して～

道徳的行為をしようとする内面の力を育てる道徳科の授業の在り方
～道徳的価値観を形成する発問づくりを通して～

（令和５，６年度　広島県教育委員会指定「道徳教育推進拠点地域事業」指定校）

校舎写真

○広島県教育委員会から「特別支援教育の考え方を生かした個別最適な学び推進プロジェク
ト」の指定を受け，生徒が主体的に学びに向かう力を高めることを目指しています。ユニ
バーサルデザインを取り入れた授業づくりを基盤とし「個別最適な学び」や「協働的な学
び」の授業づくりに取り組んでいます。
○「自治の城」の伝統を継承した生徒会活動、小規模校の良さを活かした異学年集団の活用
地域の教育力を活かした体験活動等を行います。それらの活動を通し、主体性、思考力、表
現力を育成し、自己有用感を醸成します。
〇公民館活動への参画、地域行事への参加，玖波小児童，広島西特別支援学校生徒と合同で
のメイン道路沿いの花壇への花植え等を通して、地域に愛され地域とともに歩む学校を目指
します。

校舎写真
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おおたけちゅうがっこう

大竹中学校

所 在 地

電 話

FAX

校 長 名

生 徒 数 ２９９ 学 級 数

E-mail

HP

★教育目標

★研究主題

★特色

　研修会等を実施しています。

○５月23日を「生命尊重の日」と定め、

　毎年この日には生命尊重をテーマに

　した学習や講演会を行っています。

大竹市小方ケ丘１－１

　大竹市立小中学校の管理運営に係る事務及び業務を組織的かつ集中的に処理し、

学校管理運営の適正化及び効率化を図っています。

　週１回の共同事務実施日を設け、各学校における事務の情報の共有化に努めて

います。

〒７３９－０６１４

大竹市白石１丁目８－１

０８２７－５２－５１７７

０８２７－５２－５１７８

十亀　琢磨

１１

otakejhs@fch.ne.jp

http://members.fch.ne.jp/otakejhs/

みんなで伸びる　～夢や志を持ち、可能性に挑戦し、主体的に人生を切り拓く生徒の育成～　いのち輝く学校

本質的な問いにせまる課題を主体的に解決しようとする生徒の育成　～リフレクションを活用した探究的な学びの実現～

〇ICT機器の活用、リフレクションの充実等を通して、主体的・対話的で深い学びの実現に取り組んでいます。

○生徒会活動を軸に、縦割り集団での活動を積極的に取り入れ、生徒の主体性や自治の力を育てる指導の

　充実を図っています。(例：「やりきり清掃＋α」、「一丸あいさつ」、UNITYﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、体育祭　など）　

○思考力・判断力・表現力、主体性を育成するために、大竹小学校と共に研究と実践を進め、小中合同

おおたけしりつしょうちゅうがっこうきょうどうじむしつ

大竹市立小中学校共同事務室

〒７３９－０６２８

（小方小学校・小方中学校内）

電 話 ０８２７－５７－０１５２

FAX ０８２７－５７－０１５２

E-mail otakejimu@fch.ne.jp

所 在 地

校舎写真

大竹中学校生徒会　「生命尊重の日」アピール文
一つ　私たち大竹中学校生徒は、自分の命の尊さを知る人になろう。

一つ　私たち大竹中学校生徒は、他人の命の尊さを忘れない人になろう。

一つ　私たち大竹中学校生徒は、命を輝かせる人になろう。

大竹中学校生徒会　「生命尊重の日」アピール文
一つ　私たち大竹中学校生徒は、自分の命の尊さを知る人になろう。

一つ　私たち大竹中学校生徒は、他人の命の尊さを忘れない人になろう。

一つ　私たち大竹中学校生徒は、命を輝かせる人になろう。
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＋

こどもそうだんしつ

こども相談室

所 在 地 　

大竹市立戸１丁目８－５

電 話

FAX

E-mail

受　　付

時　　間

☆スタッフ

主に保護者等からの相談を担当します。

主に通室児童・生徒への支援を担当します。

☆相談について

☆不登校児童・生徒への支援について

※令和４年度　こども相談室「相談受理状況」は次ページのとおり。

〒７３９－０６０５

０８２７－５４－００２１

０８２７－５４－００３９

otake-soudanshitsu@fch.ne.jp

月曜日～金曜日（祝日除く）

午前８時３０分～午後３時

相談員：

指導員：

　家庭や学校などで問題や悩みを抱えながら生活している子どもや保護者に対し、幼児期
から青年期まで一貫した相談を電話及び面接にて行っています。
　また、不登校等にかかわるさまざまな状況が改善されるよう支援及び指導を行っていま
す。

・まず安心できる場所の提供からはじめ、一人一人に合わせた、今必要と思われる
　支援を行います。
・決められたスケジュールがないことが特徴です。
・漫画（在庫約８００冊）を読んだり、DVDを観たり、一人で過ごす時間も大切に
　します。
・スタッフや同じ通室生と遊ぶこともできます。
・カウンセリングを受けたり、勉強したりすることもできます。                      
・通室時間は月曜日～金曜日の午前９時から午後３時までです。　　　　　　　　 　   
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 ４ 年度　相談受理状況     　　　　　　　　　大竹市こども相談室

 対象者別

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 不詳 計

1 触法行為・ぐ犯行為 0 0 0 0
2 学業・進路 2 1 1 2 3 0 0 3
3 いじめ 1 1 1 0 0 1
4 不登校 16 3 12 10 9 2 8 44 37 15 0 52
5 ひきこもり 1 34 2 2 2 33 35 2 0 37
6 学校不信 1 1 0 0 1 1
7 虐待 3 1 2 0 3 0 3
8 家族関係 13 1 14 0 14 0 14
9 友人関係 1 1 0 0 1 1

10 異性交際 1 1 0 1 0 1
11 発達障害等 19 1 1 1 1 4 19 19 3 1 23
12 神経症等 1 2 1 9 75 3 6 1 12 94 4 12 80 30 0 110

13 生活全般 1 3 3 1 18 1 11 11 1 31 19 33 17 0 50
本人 4 15 7 4 1 9 78 1 47 1 14 138 43 0 181

保護者 35 4 7 7 5 7 1 15 1 2 8 3 64 28 3 95
祖父母等 1 1 4 1 11 6 12 0 18

学校関係者 0 0 0 0

その他 2 0 2 0 2

1 0 39 19 15 13 10 7 0 10 93 3 49 19 1 14 3 142 6 148 0 208 85 3 296 ①

1 学校との連携 0 0 0 22
2 関係機関との連携 0 0 0 12

3 無言・留守電 0 0 0 0

34 ②

相談方法

男 女 男 女

507 19 48 51 35 150 625 555 70 625

+ ★　件数は全てのべ件数
　　

　令和 ４ 年　４月 ～ 　令和 ５ 年　３月
学識別 相談方法

幼児 小学生 中学生 高校生 各校生 有職 無職 保護者自身

問題別

合計

合計

学　　識　　別 処　　理　　別 合　　計

小学生 中学生

440 （①＋②＋③）

合　　計
匿名 電話 メール 面接 訪問

内
訳

通室児童・生徒への
対応

学
習

会
話 スポーツ・

遊戯療法

箱庭 その他
電
話

メ
ー
ル

面
接

訪
問

男 女 計③ 相談件数　総合計
955
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おおたけしきゅうしょくセンター

大竹市給食センター

所 在 地

大竹市小方ケ丘１－１９

電 話

FAX

E-mail

建物構造 鉄骨造平屋建て

床 面 積 １，３２５．２３㎡

調理能力 ２，２００食／日

開 設

　☆大竹市のめざす学校給食のあり方

小学校 3校 1,182人 270円

中学校 3校 576人 325円

☆防災拠点としての設備

自家発電設備 貯水槽・備蓄倉庫

〒７３９－０６２８

０８２７－５７－７６２６

０８２７－５７－７６２７

kyushoku-c@city.otake.hiroshima.jp

平成２５年４月

（１）大竹市の児童生徒の健全な成長を促す
　　　ための、安全でおいしい給食

（２）児童生徒の望ましい食習慣を育てるた
　　　めの「食育の教材」となる給食

（３）地域の食文化を大切にし、郷土料理、
　　　地場産物を活用した給食

（４）人（児童生徒・教職員・保護者・地域・
　　　給食センター職員・生産者・仕入れ業
　　　者・行政等）のつながりを大切にした、
　　　心の通う給食

☆実施状況 （令和５年５月１日現在）

学校数 児童生徒数 １食あたり給食費

食育キャラクター

もりもり

たべるくん

まいあさ

たべよちゃん

給食センターキャッチフレーズ 
 

おいしく食べて 

おおきく育て 

たくましいこころと 

けんこうな大竹っこ 

 





Ⅳ 生 涯 学 習
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１．令和 5 年度大竹市教育委員会生涯学習概要図

〈施策の柱〉

大竹市まちづくり基本構想キャッチフレーズ

笑顔・元気♡ かがやく大竹

〈生涯学習推進の方向性〉

○個人の自立（人づくり）に向けた、生涯にわたる学習機会の充実

○住民が学び合う相互学習を通じて、人と人との絆を形成し（絆づくり）、協働による地域づくり

の実践につなげる意識の醸成

○住民による主体的な地域課題の解決や地域の活性化など（地域づくり）に向けての継続的な取組

Ⅰ子どもの学びと成長を支える教育の充実

（1）学校連携・子どもの居場所づくり事業

①地域と学校の連携協力 ②放課後子ども教室、らんらんカレッジ事業

③放課後児童クラブの運営

Ⅱ未来を担う青少年の健全な育成

(1)青少年育成事業

①人材育成（ジュニアリーダー育成事業、中学生交歓交流事業） ②推進体制の充実

Ⅲ生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進

（1）生涯学習推進事業

①生涯学習グループ支援 ②社会教育事業 ③文化祭

(2)図書館運営事業

(3)社会教育施設の維持管理事業

Ⅳ豊かな心身を育むスポーツの推進

(1)スポーツ振興事業

①スポーツの普及 ②推進体制の充実

Ⅴまちへの愛着と誇りを育む歴史・文化の保存・継承の推進

(1) 文化財保護事業

学習の成果を、協働による住民主体のまち（地域）
づくりにつなげ、学習と実践が循環する。

地域づくり

人づくり 絆づくり
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生 涯 学 習

生涯学習都市宣言

平成９年３月 25 日

決議

わたくしたちは大竹市民憲章の実現をねがい

「ひとり 一学習 一スポーツ 一趣味 一ボランティア」を
いち いち いち いち

スローガンとして生涯にわたり

心豊かに楽しく

自分らしく学び続け

ふれあいを大切にしながら

みんなとともに生き

たがいに認めあう

生きがいと創造性豊かなまちづくりをめざして

ここに「生涯学習都市おおたけ」を宣言する

以上決議する。
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２．令和４年度生涯学習事業（令和 4 年 3 月 31 日現在）

（１）社会教育・青少年育成

○青少年教育

○人権教育

事 業 名 実施概要 実施場所 参加人数等

らんらんカレッジ 2022 年間 40 教室 公民館ほか 1,939 名

大竹市⇔豊見城市（沖縄県）

中学生交歓交流事業

大竹市で開催予定だったが、新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため中止。

放課後子ども教室

（文部科学省委託事業）

5月～2月開講

12 教室述べ 299 回
総合体育館 ほか 189 名

おはなし会
4月～ (第 3土曜日)

12 回開催

ギャラリー１

ほか
延べ 131 名

らんらんサポーター

（らんらんサポートセンター）
年間活動 登録者数：33 名

インターンシップ・

キャリア教育受入事業
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

児童生徒書初め大会

（小学生～高校生）
1月 15 日（日）

総合市民会館

ギャラリーおおた

け

106 名

事 業 名 実施概要 実施場所 参加人数等

新成人に向けた人権啓発

令和 4 年 5 月及び令和 5 年

1 月開催の二十歳のつどい

において啓発グッズの配布

を行った。

アゼリアおおた

け
248 名

ショートフィルム上映

総合市民会館まつり内で実施予定であったが、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止により、まつりの規模を縮小したた

め、未実施。
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○成人・高齢者教育

○芸術・文化の振興

○放課後児童クラブ （延べ人数）

事 業 名 実施概要 実施場所 参加人数等

二十歳のつどい

【令和 3年度】

令和 4年 5月 1日（日）

【令和４年度】

令和 5年 1月 9日（月・祝）

アゼリア大竹

【令和 3年度】

128 名

【令和 4年度】

120 名

公民館講座 年 100 講座 各公民館 ほか 延べ 8,050 名

事 業 名 実施概要 実施場所 参加人数等

大竹市文化祭

・展示部門は総合市民会館にて開催

・芸能の祭典はアゼリアホールにて開催

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、茶道、華道

は中止。川柳は誌上大会。

・11 月 3 日に文化祭功労者表彰とジュニア川柳大会の

入賞者の表彰を行った。

出品・出演者

492 名

来場者 1,956 名

(表彰式 100 名）

事 業 名 実施概要 実施場所 登録者数

放課後児童クラブ運営

事業

・月～金曜日

下校時～18 時 30 分

・土曜日及び長期休暇

8時～18 時

大竹小学校

ひかり児童クラブ A.B.C

179 名

小方小学校

みどり児童クラブ A.B.C

142 名

玖波小学校

あすなろ児童クラブ

33 名
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○家庭教育・子育て支援

事 業 名 実施概要 実施場所 参加人数等

ルーシーダットン(タイ式ヨガ)で

親子の絆づくり
2回 栄公民館 延べ 31名

子供姿勢ヨガ 2回 栄公民館 延べ 18名

アウトドア・防災に役に立つテクニ

ック「親子で楽しむロープワーク等

の実習」

1回 栄公民館 7名

今度は親子で！コーンホールゲー

ム
1回 栄公民館 21名

昆虫だいすき人間あつまれ 1回 栄公民館 21名

イラスト教室 9回 栄公民館 延べ 42名

タイルを使ってコースターを作ろ

う
1回 栄公民館 36名

親子星空観察会 2回 栄公民館 延べ 53名

わくわくする子ども科学実験教室 1回 栄公民館 27名

Ｐｅｔｔａｎ 1回 栄公民館 32名

クリスマスツリーづくり 1回 栄公民館 32名

タイルを使って写真立てを作ろう 1回 栄公民館 6名

映画観賞会『ミニオンズ』 1回 栄公民館 91名

三菱ケミカル工場見学 1回 栄公民館 49名

えほんでハートフル

４ヶ月健診時

（毎月１回

年合計 12 回開催）

にじいろ子ども園 延べ 323 名
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事 業 名 実施概要 実施場所 参加人数等

おひざにだっこのおはなし会

（0～1歳児向け）

毎月第 2金曜日

年 12回開催

ギャラリーおおた

け
親子延べ 66名

親子で楽しむおはなし会

（1歳児以上）

毎月第 2金曜日

年 12回開催

ギャラリーおおた

け
親子延べ 44名

おはなし会

（未就学児・小学生向け）
年 8回開催

ギャラリーおおた

け
親子延べ 49名

おはなし会スペシャル

（未就学児・小学生向け）
年 4回開催

ギャラリーおおた

け
親子延べ 82名

市民のつどい ７月２日（土）
アゼリアホール

ライブ配信
147 名

青少年育成講演会
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

※作文等コンテストの表彰式は実施。
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（２）文化財の保護

〇指定・登録文化財

令和 5 年 7 月 1 日時点

文化財の区分 指定年月日 文化財の名称 文化財の所在地

国指定特別天然記念物 Ｓ27.3.29 オオサンショウウオ 地域を定めず

国登録有形文化財 Ｈ8.12.20
吏員退息所、物置、油庫

(阿多田島灯台資料館）
阿多田

県 名 勝 Ｓ24.8.12 弥栄峡
栗谷町大栗林

小方町後飯谷

県 天 然 記 念 物 Ｓ23.9.17 栗谷の蛇喰磐 栗谷町大栗林

市

指

定

重

要

文

化

財

史 跡

Ｓ58.11.4

旧山陽道木野川渡し場跡 木野一丁目

亀居城跡 小方二丁目

Ｈ4.10.27 浅生塚・芦路塚 元町四丁目

Ｈ17.3.25

薬師寺の宝篋印塔 元町四丁目

けごろもの碑 小方一丁目

無形文化財

Ｓ47.9.26 大瀧神社の奴行列と山車の風流 大竹地区

Ｈ15.5.29 玖波宿本陣 陣入やっこ 玖波地区

Ｒ5.6.23 谷和神楽 栗谷町谷和

有形文化財

Ｈ9.3.27 所家文書 白石一丁目

Ｈ18.6.23 森崎家文書 栗谷町大栗林

Ｈ19.6.22 和田家文書

広島市中区千田町

三丁目 広島県立

文書館

Ｈ30.3.28 称名寺の喚鐘 玖波六丁目

民俗資料 Ｈ30.3.28 大歳神社の力量石 玖波五丁目
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〇普及・啓発事業

（３）スポーツ振興

〇総合型地域スポーツクラブ主催事業

事 業 名 実施概要 実施場所 参加人数等

手描き鯉のぼりづくり教室 1回 総合市民会館 43 名

小学生紙すき＆工作教室 2回
おおたけ手すき

和紙の里
14 名

手すき和紙ワークショップ

（和綴じノートづくり体験教室）
1回 市立図書館 12 名

文化財等説明板等の設置
大竹市歴史研究会

へ委託

・亀居城妙見丸跡の石垣石材

（小方一丁目厳神社）

・西国街道一里塚跡（玖波町唐

船浜、御園二丁目）

事 業 名 実施概要 実施場所 参加人数等

大竹駅伝競走大会 中止

体育の日無料開放 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

スイミング教室

（着衣水泳講座のみ）
１講座１回 小方学園プール 4名

卓球の日無料開放
毎月第 3金曜日

年 12回
総合体育館 延べ 44 名

事 業 名 実施概要 実施場所 参加人数等

ランランふれあいマラソン大会 12 月 4 日（日） 晴海臨海公園 144 名

健康づくり大会 年間 市内 11 地区 延べ 815 名

ラージボール卓球大会 6月 26 日（日） 総合体育館 210 名

ターゲットバードゴルフ大会 5月 15 日（日） 晴海臨海公園 69 名

グラウンドゴルフ大会

（決勝大会を含む）

8月 20 日から

10 月 22 日まで

市内 4地区

晴海臨海公園
524 名

ライオンズカップサッカー大会

（Ｕ15）
11 月 6 日（日） 晴海臨海公園 200 名

ライオンズカップサッカー大会

（Ｕ12）
11 月 27 日（日） 晴海臨海公園 128 名
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（４）その他

事 業 名 実施概要 実施場所 参加人数等

ジュニアコンサート 10 月 23 日（日） アゼリアホール 延べ 150 名

コーラスフェスティバル 11 月 6 日（日） アゼリアホール 延べ 450 名
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３．社会教育施設

（１）総合市民会館（総合体育館除く）

○年間利用者数 （延べ人数）

○年間使用料収入

○中央公民館 ※青少年、家庭教育・子育て支援事業を除く

区 分 令和２年度 令和３年度 令和４年度

老人福祉センター 8,580名 6,044名 4,730名

中 央 公 民 館 9,554名 11,616名 19,401名

勤労青少年ホーム 7,887名

合 計 26,021名 17,660名 24,131名

区 分 令和２年度 令和３年度 令和４年度

老人福祉センター
1,962,150円 1,432,340円 1,630,450円

中 央 公 民 館

事 業 名 実施概要 参加人数等

生涯学習グループ 52 グループ －

大竹手すき和紙・手描き鯉のぼり展示会
4月 5日～5月 8日

総合市民会館ロビー展示
来館者 3,885 名

手描き鯉のぼり教室 1回 43 名

手描き鯉のぼり教室作品展示会
4月 19 日～5月 31 日

アゼリアおおたけロビー展示
来館者 7,791 名

素人でもカンタン DIY 講座 1回 14 名

スマホ活用術 1回 8名

キャッシュレス推進講座 1回 15 名

リモートおしゃべりクッキング 1回 14 名

流しびなづくり教室 1回 29 名

楽しく学ぶ認知症予防講座 1回 10 名

私と家族の相続 1回 7名

総合市民会館まつり 2日間
展示：3グループ

発表：16 グループ
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（２）玖波公民館

○年間利用者数及び使用料収入 （延べ人数）

○事業 ※青少年、家庭教育・子育て支援事業を除く

区 分 令和２年度 令和３年度 令和４年度

利 用 者 数 12,968名 12,246名 25,301名

使用料収入 668,480円 469,810円 638,870円

事 業 名 実施概要 参加人数等

生涯学習グループ 18 グループ －

パン作り講座～ＫＵＢＡ男パン職人～ 6回 延べ 1,217 名

ＫＵＢＡまちかどピアノ 6回 延 1,298 名

オンライン何でも相談会 1回 10 名

スマホを活用した生活講座初心者向け 3回 延べ 98 名

地元の写真家アート展 6月 10 日～30 日 来館者 926 名

断捨離お片付けセミナー 5回 延べ 263 名

hime ねこアート展 7月 1日～22 日 来館者 830 名

ＫＵＢＡ KARADA カフエ 22 回 延べ 413 名

ソシアルダンス講座 9回 延べ 145 名

パーティに向けたダンスレッスン 4回 延べ 109 名

美・おしゃれ講座 3回 延べ 124 名

広島平和記念資料館の平和学習 1回 18 名

公民館が水族館に変身 1回 91 名

世界を巡る自転車旅ユーラシア・アフリカ 573 日

２５０００キロ
1回 95 名

KUBA フェス竹あかり 1回 457 名
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事 業 名 実施概要 参加人数等

「ＫＢＡ48」公民館ダンス一緒に踊ろう（オンライ

ン配信）
1回 延べ 155 名

よしもと芸人 笑いとリズムで脳トレ 1回 55 名

オンライン de 旅しよう 1回 70 名

ＫＵＢＡ手作りパン教室 1回 16 名

ＫＵＢＡポリスフェスティバル（体験型ＫＵＢＡポ

リフェス）講話
1回 256 名

県警音楽隊の演奏（警察アトラクション） 1回 156 名

ＬＩＮＥの使い方スマホを活用した生活講座初心

者向け
1回 19 名

マイナンバー相談会 2回 延べ 43 名

スマホ講座（スマホで確定申告） 1回 14 名

タイムスリップ「KUBA 舞踏会」学び講座 1回 90 名

ダンスホールジャズ生演奏 1回 112 名

ＫＵＢＡ美活講座 2回 延べ 11 名

よしもと芸人 笑いとリズムで脳トレ 1回 72 名

カレー講座レストラン 1回 65 名

歴史講座吉田松陰と玖波 1回 74 名

断捨離マルシェ 2回 398 名

吉本お笑い芸人トーク 1回 585 名

谷和神楽 1回 541 名

地元の写真家アート展 2月 25日～3月 17日 来館者 1,594 名

公民館まつり 1日間
展示：４グループ

発表：15 グループ
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（３）栄公民館

○年間利用者数及び使用料収入 （延べ人数）

○事業 ※青少年、家庭教育・子育て支援事業を除く

区 分 令和２年度 令和３年度 令和４年度

利 用 者 数 10,964名 7,952名 12,250名

使用料収入 607,890円 385,140円 629,590円

事 業 名 実施概要 参加人数等

生涯学習グループ 21 グループ －

カラダよろこぶ健康講座 12 回 270 名

春・秋野菜教室 2回 16 名

スマホ講座～LINE を楽しもう～ 1回 12 名

ガーデン風のプリザーブドフラワーアレンジ 1回 16 名

頭の体操・手の体操 1回 16 名

オリジナルロゼット作り 2回 延べ 10 名

スマホ講座～LINE の使い方講座～ 2回 延べ 10 名

男の蕎麦打ち教室 2回 延べ 12 名

おもちゃの修理屋さん 1回 23 名

さかえ健康麻雀 8回 32 名

原爆の子の像～6年竹組の仲間たち～ 1回 9名

楽しく学ぶ！認知症予防講座 1回 6名

睡眠と健康の知恵袋 1回 11 名

キャッシュレス決済について 1回 8名

体験版いきいき百歳体操 1回 8名
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事 業 名 実施概要 参加人数等

歴史講座Ⅰ幻の名城 亀井城 1回 15 名

わんこと飼い主のための暮らし方セミナー 1回 11 名

住まいづくり出前講座 1回 7名

風呂哲州さんによる「唄と笑いと健康」 1回 28 名

マイナポイント手続支援 1回 24 名

プリザーブドフラワーのクリスマスツリー 1回 16 名

さかえクリスマスコンサート 1回 130 名

スマホ講座～体験しませんか？スマホで確定申告～ 1回 11 名

寄せ植え講座 1回 15 名

アルコールインクアート 1回 27 名

美味しいコーヒーの淹れ方 1回 12 名

ビーズ刺繍のポシェット 1回 15 名

歴史講座Ⅱ ２回 延べ 31 名

カラダケア 1回 18 名

唄の会 1回 20 名

遺産相続 1回 11 名

あなたは大丈夫？フレイル予防講座 1回 5名

公民館まつり 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
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（４）大竹会館（アゼリアおおたけ）

○年間利用者数 （延べ人数）

※アゼリアホールは大竹会館改築工事に伴い令和元年１０月から令和３年２月１４日まで利用休止。

○年間使用料収入

○事業 ※青少年、家庭教育・子育て支援事業を除く

区 分 令和２年度 令和３年度 令和４年度

大 竹 会 館 旧 館

(～R2.8)
902名

アゼリアホール

(～R元.9)
0名

エスポワールおおたけ

(～R2.8)
620名

大 竹 会 館（アゼリア

おおたけ）(R3.2/15～)
1,235名 11,048名 22,373名

アゼリアホール

(R3.2/15～)
280名 6,943名 19,767名

合 計 3,037名 17,991名 42,140名

区 分 令和２年度 令和３年度 令和４年度

大 竹 会 館 旧 館

(～R2.8)
84,350円

アゼリアホール

(～R元.9)

エスポワールおおたけ

(～R2.8)
50,080円

大竹会館（アゼリアおお

たけ）(R3.2/15～)
164,870円 2,411,380円 3,244,710円

アゼリアホール

(R3.2/15～)

事 業 名 実施概要 参加人数等

生涯学習グループ 23 グループ －

カラダがよろこぶ健康講座 12 回 延べ 390 名

大竹の低山を楽しもう！ 5回 延べ 106 名

心と身体の元気アップ講座 5回 延べ 48 名

現金を使わずお得にお買い物をしよう 1回 7名

わたしと家族の「そうぞく」講座 1回 17 名

オリジナルのしめ縄作り教室 1回 9名

女性のための「健康づくり栄養」講座 1回 10 名

西国街道大竹路を歩こう 1回 延べ 16 名

会館まつり 2日間
展示：3グループ

発表：16 グループ
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（５）市立図書館

○個人貸出状況 （延べ人数）

○相互貸借状況

○参考奉仕（図書についての相談業務）状況

区 分 年度
個 人 の 貸 出 し の 状 況

児 童 一 般 計

登録者数

令和

２年度
1,135名 13,364名 14,499名

令和

３年度
1,038名 13,710名 14,748名

令和

４年度
1,000名 14,029名 15,029名

延利用者数

令和

２年度
3,241名 25,544名 28,785名

令和

３年度
3,698名 28,092名 31,790名

令和

４年度
3,984名 27,473名 31,457名

貸出冊数

令和

２年度
34,772冊 72,206冊 106,978冊

令和

３年度
40,688冊 76,856冊 117,544冊

令和

４年度
38,954冊 76,033冊 114,987冊

区 分 借 受 貸 出

令和２年度 210 冊 487 冊

令和３年度 203 冊 459 冊

令和４年度 174 冊 444 冊

区 分 口頭 電話 文書 合計

令和２年度 686 件 113 件 1件 800 件

令和３年度 572 件 69 件 0件 641 件

令和４年度 600 件 60 件 0件 660 件
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○蔵書数 （単位：冊）

○ホームページアクセス・Ｗｅｂ予約件数及びインターネット端末の利用者数（延べ人数）

○巡回文庫

年度 区分 総 記 哲 学 歴 史 社 会 自 然 工 学 産 業 芸 術 語 学 文 学 計

令和

２年度

分類番号

訂正等
0 0 4 △1 2 5 0 8 0 △18 0

増加

冊数
25 △53 △230 △64 △178 13 △25 92 △47 941 474

蔵書

合計数
3,813 3,269 11,228 13,455 8,921 8,343 3,431 10,524 1,702 75,761 140,447

令和

３年度

分類番号

訂正等
△1 0 5 1 4 1 0 1 0 △12 1

増加

冊数

10 △149 △423 △199 △18 △111 23 179 △37 1,007 282

蔵書

合計数
3,822 3,120 10,810 13,257 8,907 8,233 3,454 10,704 1,665 76,756 140,728

令和

４年度

増加

冊数

136 93 356 554 389 332 154 288 58 2,085 4,445

蔵書

合計数
3,958 3,213 11,166 13,811 9,296 8,565 3,608 10,992 1,723 78,841 145,173

区 分 アクセス件数 Ｗｅｂ予約件数
インターネット

端末利用者数

令和２年度 1,287,873件 5,798件 387名

令和３年度 1,437,213件 5,286件 243名

令和４年度 2,113,984件 5,272件 234名

巡回月 巡回先

6 月、9月、2月、3月

年 4回

玖波公民館

栄公民館

大竹会館（アゼリアおおたけ）
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〇事業

○ギャラリーおおたけ（展示室） （延べ人数）

事 業 名 実施概要 参加名数等

おはなし会 8回 延べ 49 名

おひざにだっこのおはなし会 12 回 延べ 66 名

親子で楽しむおはなし会 12 回 延べ 44 名

えほんでハートフル 12 回 延べ 323 名

6 月のぬいぐるみのおはなし会スペシャル 1回 17 名

チャレンジ！ＳＤＧs紙で作るエコバック、ブックマーク 1回 5名

人形劇 中止 中止

8月のおはなし会スペシャル「夏のこわいおはなし会」 1回 17 名

おはなしきかせて(らんらんカレッジサマースクール) 1 回 17 名

秋のおはなし会スペシャル 1回 22 名

冬のおはなし会スペシャル 1回 20 名

冬のおはなし会（クリスマスのおはなし会） 1回 23 名

おはなし会スペシャル（わらべうたであそぼう） 中止 中止

麗しのシャンソン ラ・ボエーム～

国立国会図書館歴史的音源を聴く～
1回 5名

おはなしきかせて（大人のためのストーリーテリング） 1回 9名

楽しい音読教室 3回 延べ 22 名

和綴じノートづくり体験教室 1回 12 名

メイクアップ 新社会人はもちろん！

初心者向け簡単メイク講座 ～眉編～
1回 11 名

区 分
展示目的利用 展示目的外使用 合計

回数 利用人数 回数 利用人数 回数 利用人数

令和２年度 2回 859 名 59 回 1,716 名 61 回 2,575 名

令和３年度 3回 1,146 名 26 回 1,370 名 29 回 2,516 名

令和４年度 4回 2,157 名 41 回 1,004 名 45 回 3,161 名
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（６）海の家あたた （延べ人数）

（７）自然の家やさか （延べ人数）

（８）手すき和紙作業所 （延べ人数）

区分 宿泊者 日帰り 利用者総数 使用料収入

令和２年度 83名 40名 123名 145,310円

令和３年度 169名 39名 208名 263,670円

令和４年度 335名 215名 550名 393,610円

区分 宿泊者 日帰り 利用者総数 使用料収入

令和２年度 212名 305名 517名 205,250円

令和３年度 352名 122名 474名 345,950円

令和４年度 419名 245名 664名 346,160円

区分 紙すき体験 見学・イベント 利用者総数

令和２年度 141名 127名 268名

令和３年度 168名 81名 249名

令和４年度 169名 142名 311名



- 50 -

４．スポーツ施設

（１）総合体育館

○年間利用者数 （延べ人数）

○年間利用料収入

（２）市民スポーツ広場（大会時の駐車場利用を含む）

（３）学校プール開放事業

○年間利用者数

小方学園 （延べ人数）

※令和２年度、３年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止。

区 分
開館

スポーツ トレーニング 武 道
スポーツ

以 外
合 計

日数

令和２年度 343日 27,717名 13,025名 4,278名 1,846名 46,866名

令和３年度 329日 18,446名 9,193名 4,525名 4,182名 36,346名

令和４年度 344日 37,408名 15,776名 5,861名 2,618名 61,663名

（団体利用・個人利用の内訳）

団体利用 個人利用

26,766名 20,100名

22,653名 13,693名

35,630名 26,033名

年 度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

使用料収入 2,777,410円 2,115,080円 3,225,130円

区 分 件 数 利用人数

令和２年度 564件 16,784名

令和３年度 447件 12,618名

令和４年度 604件 19,638名

区 分 幼 児 小学生 中学生
一 般

(高校生以上)
団体･教室 合 計

令和２年度 0名 0名 0名 0名 0名 0名

令和３年度 0名 0名 0名 0名 0名 0名

令和４年度 364名 1,598名 289名 863名 4名 3,118名
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（４）さかえ運動公園 （延べ人数）

（５）晴海臨海公園（令和 4 年度から都市計画課へ所管替）

ア．テニス場（6 面）・球技場・管理棟会議室

※テニスコート 3面と球技場に夜間照明を整備し，平成 27年度から供用を開始した。

※使用料収入には，テニス場・球技場の夜間照明及び放送設備，管理棟シャワー設備の使用料を含む。

イ．多目的グラウンド，ゲートボール場

区 分
グラウンド 多目的グラウンド 合 計

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数

令和２年度 587 件 12,356 名 194 件 4,185 名 781 件 16,541 名

令和３年度 441 件 8,963 名 159 件 2,978 名 600 件 11,941 名

令和４年度 621 件 13,560 名 236 件 4,894 名 857 件 18,454 名

区 分
①テニスコート ②球 技 場 ③管理棟会議室 ①～③

使用料収入件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数

令和２年度 2,311件 11,152名 133件 8,212名 33件 817名 3,481,550円

令和３年度 1,688件 8,482名 67件 5,528名 30件 482名 2,624,580円

区 分
④多目的グラウンド ⑤ゲートボール場 ①～⑤合 計

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数

令和２年度 174 件 66,710 名 11 件 6,020 名 2,662 件 92,911 名

令和３年度 629 件 20,506 名 248 件 4,960 名 2,662 件 39,958 名
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（６）学校体育施設

○年間利用者数

ア．大竹中学校 （延べ人数）

イ．小方中学校 （延べ人数）

ウ．玖波中学校 （延べ人数）

区 分

グ ラ ウ ン ド
体 育 館

昼 間 夜 間

件数 人 数 件数 人 数 件数 人 数

令和２年度 0件 0名 13 件 800 名 277 件 3,753 名

令和３年度 0件 0名 13 件 363 名 172 件 2,534 名

令和４年度 1件 10 名 27 件 428 名 261 件 3,579 名

区 分
テニスコ－ト 卓 球 場 武 道 場

件数 人 数 件数 人 数 件数 人 数

令和２年度 84 件 1,216 名 6 件 60 名 56 件 1,620 名

令和３年度 69 件 934 名 0 件 0 名 55 件 1,495 名

令和４年度 111 件 1,080 名 0 件 0 名 100 件 2,810 名

区 分

グ ラ ウ ン ド
体 育 館 武 道 場

昼 間 夜 間

件数 人 数 件数 人 数 件数 人 数 件数 人 数

令和２年度 33 件 800 名 62 件 1,910 名 171 件 2,385 名 0 件 0 名

令和３年度 20 件 560 名 45 件 1,350 名 134 件 1,694 名 0 件 0 名

令和４年度 42 件 830 名 111 件 3,260 名 241 件 3,144 名 1 件 15 名

区 分

グ ラ ウ ン ド
体 育 館 武 道 場

昼 間 夜 間

件数 人 数 件数 人 数 件数 人 数 件数 人 数

令和２年度 7件 130 名 1 件 60 名 50 件 935 名 0 件 0名

令和３年度 1件 30 名 0 件 0名 65 件 730 名 0 件 0名

令和４年度 0件 0名 1件 120 名 104 件 1,190 名 0 件 0名
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エ．大竹小学校 （延べ人数）

オ．小方小学校 （延べ人数）

カ．玖波小学校 （延べ人数）

○学校体育施設 利用状況

○学校体育施設 使用料収入

区 分
グ ラ ウ ン ド 体 育 館

昼 間 夜 間

件数 人 数 件数 人 数 件数 人 数

令和２年度 16 件 320 名 50 件 2,500 名 213 件 2,893 名

令和３年度 8件 134 名 38 件 1,900 名 116 件 2,382 名

令和４年度 14 件 108 名 57 件 2,800 名 258 件 3,260 名

区 分

グ ラ ウ ン ド
体 育 館

昼 間 夜 間

件数 人 数 件数 人 数 件数 人 数

令和２年度 40 件 1,580 名 69 件 2,700 名 0 件 0 名

令和３年度 21 件 840 名 51 件 1,876 名 0 件 0 名

令和４年度 38 件 1,360 名 133 件 3,717 名 1 件 10 名

区 分
体 育 館

件 数 人 数

令和２年度 4件 60 名

令和３年度 0件 0名

令和４年度 0件 0名

区 分
中 学 校 小 学 校 総 合 計

利用件数 利用者数 利用件数 利用者数 利用件数 利用者数

令和２年度 710 件 13,669 人 392 件 10,053 人 1,102 件 23,722 人

令和３年度 574 件 9,690 人 284 件 7,132 人 858 件 16,822 人

令和４年度 1,000 件 16,466 人 501 件 11,255 人 1,501 件 27,721 人

区 分

中 学 校 小 学 校 総 合 計

施設使用料 夜間照明使用料 施設使用料 夜間照明使用料 施設使用料
夜間照明使用

料

令和２年度 356,620 円 125,410 円 58,940 円 116,620 円 415,560 円 242,030 円

令和３年度 197,330 円 105,000 円 45,360 円 85,720 円 242,690 円 190,720 円

令和４年度 301,010 円 273,000 円 63,390 円 166,450 円 364,400 円 439,450 円

※グラウンド開放はなし。
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５．社会教育関係委員

（１）社会教育委員

○会議の開催

○社会教育委員（定数 20 名以内 任期 2年 令和 7年 5月 31 日まで）

令和 5年 6月 1日現在

区 分 回 数 場 所 人 数

令和２年度 年 1回 総合市民会館 5名

令和３年度 年 1回 総合市民会館 9名

令和４年度 年 1回 総合市民会館 9名

氏 名 現 職

小田 光範 地域学校協働本部委員長

寺岡 公章 大竹市青少年育成市民会議副会長

木村 美知代 大竹市体育協会会長

豊島 英夫 大竹市文化協会事務局長

泉 隆子 大竹市自治会連合会女性部

應本 哲夫 広島県立大竹高等学校校長

小田 大介 大竹市中学校長会代表

兼田 等 大竹市小学校長会代表

広実 忠司 大竹市ＰＴＡ連合会会長

岩﨑 静穂 大竹青年会議所専務理事
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（２）文化財審議会委員

○会議の開催

○文化財審議会委員（定数 10 名以内 任期 2年 令和 6年 10 月 31 日まで）

令和 5年 8月 1日現在

区 分 回 数 場 所 人 数

令和２年度 年 1回 総合市民会館 7名

令和３年度 年 1回 総合市民会館 5名

令和４年度 年 1回 総合市民会館 6名

氏 名 現 職

二階堂 百合子 学識経験者

木 村 武 臣 学識経験者

石 田 雅 春 広島大学文書館准教授

島 崎 陽 子 大竹古文書会会長

二階堂 直 学識経験者

山 本 竹 生 学識経験者

惠 谷 泰 典
（公財）広島県教育事業団

事務局 埋蔵文化財調査室主任調査研究員
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（３）スポーツ推進委員

○会議の開催

○スポーツ推進委員（定数 23 名以内 任期 2年 令和 6年 3月 31 日まで）

令和 5年 8月 1日現在

区 分 回 数 場 所 人 数

令和２年度 年 11 回 総合市民会館 20 名

令和３年度 年 6回 総合市民会館 20 名

令和４年度 年 11 回 総合市民会館 20 名

氏 名 地区 氏 名 地区

岡 本 晶 子

大 竹

黒 田 雅 生

小 方

角 井 賢 治 中 村 和 嗣

上 村 幸 江 中 次 千 穂

正 重 賢 二 小 守 朗 弘

竹之内 公夫 大 知 司

松 本 鶴 男 藤 原 恵

玖 波

小 野 佳 子 丹 下 和 昭

倉 本 正 美 福 島 利 啓

柴田 喜代人 川 手 守 永 正 行

西 尾 弘 栗 谷 関 義 之 松ヶ原
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６．社会教育・社会体育施設等一覧

（令和4年3月末現在)

施 設 名 所在地 構造･床面積 施設概要 開館

総合市民会館 立戸一丁目 Ｒ造3階 1階 老人福祉センター Ｓ56.5

6-1 8,823㎡ 2階 中央公民館

3階 中央公民館

（旧勤労青少年ホーム）

別棟 総合体育館（2階建）

（1階） (1,872) 大集会室,小集会室,

老人福祉センター 美術工芸室,図書室,

教養娯楽室(2),機能回復,

訓練室,男女浴室（廃止）

（2階) (1,355) 研修室(2),図書室,

中央公民館 児童室,視聴覚室,

料理講習室,ホール

（3階) (822) 集会室,会議室,音楽室,

中央公民館 研修室(2),料理講習室,

（旧勤労青少年ホーム） 軽運動室

（別棟) (4,774) 競技場,武道場,トレーニン Ｓ55.4

総合体育館 グルーム,卓球場,

研修室,会議室,舞台,

楽屋,医務室

図書館 立戸一丁目 Ｒ造 開架室,閉架室,学習室, Ｈ元.4

6-1 地下1階 点字録音室,対面朗読室,

地上2階 作業室,児童コーナー,

2,284㎡ＡＶコーナー,展示室,

郷土資料室

大竹会館 本町一丁目 Ｓ造2階 会議室５～８（RoomA～D）, Ｒ3.2

（アゼリアおおたけ） 9-3 1,089㎡大集会室

(アゼリアホール) Ｒ造一部Ｓ造3階 会議室１～４（RoomE～H）, Ｈ2.4

1,746㎡講堂兼体育館,和室,駐車場

栄公民館 西栄三丁目 Ｒ造2階 和室,研修室,調理実習室, Ｓ56.4

14-13 (地下倉庫)図書室,大ホール

935㎡

玖波公民館 玖波一丁目 Ｒ造2階 和室,研修室,調理実習室, Ｓ49.9

10-1 (地下倉庫)

1,239㎡

図書室,大ホール

栗谷公民館 栗谷町 Ｒ造2階 農業経営研修室,生活改善 Ｓ56.4

(農林振興センター) 小栗林652 540㎡実習室,多目的研修集会室
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※Ｒ造：鉄筋コンクリート造

施設名 所在地 構造･床面積 施設概要 開館

自然の家やさか 前飯谷4562 木造平屋建・ 宿泊室(3),会議室, Ｓ63.4

一部鉄骨造2階 集会室兼食堂,厨房,

530㎡浴室等

海の家あたた 阿多田446 Ｒ造2階 研修室(5),50名収容 Ｈ8.7

阿多田島 714.14㎡食堂兼ミーティングルーム

集団宿泊研修施設 厨房,浴室等

阿多田島 阿多田449 木造・レンガ造 灯台資料館 83.81㎡ Ｈ8.7

灯台資料館 平屋建 倉 庫 38.17㎡

油 庫 12.04㎡

手すき和紙作業所

作業棟

防鹿3364-1 外

木造平屋

165.24㎡

こうぞ蒸し釜,そぶり場,

カセイソーダー灰汁抜槽,

アク抜きさらし槽,カルキ

さらし槽,ビーター槽,

トロロ貯蔵槽,押し場,

すき舟,乾燥機,製品仕上げ場,

原材料貯蔵場

Ｈ7.9

体験学習棟 木造平屋

49.68㎡

多目的スペース，体験コーナー

展示コーナー等

Ｈ31.4

大竹市民 立戸一丁目 6,250㎡多目的コート 1,500㎡ Ｈ14.6

スポーツ広場 立戸二丁目 駐車場 550㎡

地内 多目的広場 3,200㎡

ゲートボール場 1,000㎡

三倉岳人工 栗谷町 鉄骨造 第51回国民体育大会山岳 Ｈ8.3

登はん壁 小栗林 競技用施設として建設 H19年度より

(高さ15.2m･幅19.5m･奥行5.0m) 一般利用休止

栄公園 東栄一丁目7 Ｓ49.4

3,000㎡多目的広場

6,000㎡運動広場

ひかり児童クラブ 白石二丁目1-1 Ｒ造1階 生活室Ａ 87.65㎡ Ｈ23.3

366.49㎡生活室Ｂ 70.99㎡

生活室Ｃ 71.72㎡

支援員室 26.54㎡

リフレッシュルーム 13.55㎡

みどり児童クラブ 小方ケ丘 1-1 Ｒ造1階 生活室Ａ 104 ㎡Ｈ25.3

342 ㎡生活室Ｂ 80㎡

支援員室 20㎡

リフレッシュルーム 24.77 ㎡

あすなろ児童クラブ 玖波七丁目 1-1Ｒ造 1階 生活室 98.3592 ㎡Ｈ29.2

199.0795 ㎡支援員室 21.5130 ㎡

リフレッシュルーム 16㎡
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７．その他資料

21 世紀を担う人材育成事業（中学生交歓交流事業） ※ 平成 2年度から実施

年 度 派 遣 先 期 間 参 加 者 数

平成 15 年度 沖縄県豊見城市 8月 22 日～8月 26 日
大竹市 15名

豊見城市 20名

平成 16 年度 大竹市 8月 20 日～8月 23 日
大竹市 16名

豊見城市 15名

平成 17 年度 沖縄県豊見城市 8月 12 日～8月 16 日
大竹市 16名

豊見城市 15名

平成 18 年度 大竹市 8月 17 日～8月 20 日
大竹市 16名

豊見城市 8名

平成 19 年度 沖縄県豊見城市 8月 15 日～8月 19 日
大竹市 16名

豊見城市 8名

平成 20 年度 大竹市 8月 16 日～8月 20 日
大竹市 9名

豊見城市 11名

平成 21 年度 沖縄県豊見城市 8月 13 日～8月 17 日
大竹市 9名

豊見城市 11名

平成 22 年度 大竹市 8月 5日～8月 8日
大竹市 6名

豊見城市 10名

平成 23 年度 沖縄県豊見城市 8月 17 日～8月 20 日
大竹市 6名

豊見城市 10名

平成 24 年度 大竹市 8月 5日～8月 8日
大竹市 13 名

豊見城市 11 名

平成 25 年度 沖縄県豊見城市 8月 12 日～8月 15 日
大竹市 12 名

豊見城市 11 名

平成 26 年度 大竹市 8月 5日～8月 8日
大竹市 10 名

豊見城市 10 名

平成 27 年度 沖縄県豊見城市 8月 10 日～8月 13 日
大竹市 10 名

豊見城市 9名

平成 28 年度 大竹市 8月 5日～8月 8日
大竹市 14 名

豊見城市 12 名

平成 29 年度 沖縄県豊見城市 8月 12 日～8月 15 日
大竹市 14 名

豊見城市 12 名

平成 30 年度 大竹市 8月 5日～8月 8日
大竹市 13 名

豊見城市 11 名

令和元年度 沖縄県豊見城市で開催予定であったが、台風による天候悪化のため中止。

令和２年度～

令和４年度
大竹市で開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。
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成人式出席状況 ※令和 4 年度以降 二十歳のつどい

年度 対象者数 出席者数 出席率

平成 24 年度

男性 202 名 男性 121 名 男性 59.9％

女性 142 名 女性 92 名 女性 64.8％

合計 344 名 合計 213 名 合計 61.9％

平成 25 年度

男性 164 名 男性 104 名 男性 63.4％

女性 143 名 女性 104 名 女性 72.7％

合計 307 名 合計 208 名 合計 67.8％

平成 26 年度

男性 173 名 男性 111 名 男性 64.2％

女性 148 名 女性 103 名 女性 69.6％

合計 321 名 合計 214 名 合計 66.7％

平成 27 年度

男性 170 名 男性 109 名 男性 64.1％

女性 144 名 女性 97 名 女性 67.4％

合計 314 名 合計 206 名 合計 65.6％

平成 28 年度

男性 160 名 男性 95 名 男性 59.4％

女性 148 名 女性 93 名 女性 62.8％

合計 308 名 合計 188 名 合計 61.0％

平成 29 年度

男性 131 名 男性 83 名 男性 63.4％

女性 126 名 女性 87 名 女性 69.0％

合計 257 名 合計 170 名 合計 66.1％

平成 30 年度

男性 149 名 男性 86 名 男性 57.7％

女性 128 名 女性 62 名 女性 48.4％

合計 277 名 合計 148 名 合計 53.4％

令和元年度

男性 137 名 男性 81 名 男性 59.1％

女性 134 名 女性 85 名 女性 63.4％

合計 271 名 合計 166 名 合計 61.3％

令和２年度

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため令和３年度に延期となり、令和３年８

月１４日（土）実施予定だったが、当日、気象状況の悪化により急遽式典の中止を

決定。（※中止決定時、大雨警報発令・土砂災害：警戒レベル３相当）

記念写真撮影のため会場開放。新成人のみ限定公開でオンライン配信とした。

令和３年度

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和４年５月に延期して開催。

男性 188 名 男性 70 名 男性 37.2％

女性 109 名 女性 58 名 女性 53.2％

合計 297 名 合計 128 名 合計 43.1％

令和４年度

男性 125 名 男性 61 名 男性 48.8％

女性 112 名 女性 59 名 女性 52.7％

合計 237 名 合計 120 名 合計 50.6％



は３年連続優勝

チーム名 時間 チーム名 時間 チーム名 時間 チーム名 時間 チーム名 時間

第１回(昭和27年) 大 野 体 協 広島駅

第２回(昭和28年) 大 野 体 協

第３回(昭和29年) 大 野 体 協

第４回(昭和30年) 大 野 体 協 2:17:33 崇 徳 高 校 2･13･40

第５回(昭和31年) 広島南局(東雲青年) 2:19:29 大 竹 高 校 2･18･32

第６回(昭和32年) 大 竹 体 協 2:17:28 広島工 業高校 Ａ 2･10･53

第７回(昭和33年) 大 野 体 協 2:20:47 広島工 業高校 Ａ 2･14･26

第８回(昭和34年) 大 竹 体 協 2:18:19 広島工 業高校 Ａ 2･14･58 大 竹 中 学 校 2･18･30

第９回(昭和35年) 大 竹 町 陸 協 2:17:56 西 条 農 業 高 校 2･11･12 大 竹 中 学 校 2･18･17

第10回(昭和36年) 矢 野 体 協 1:57:00 〃 1･54･15 大 竹 中 学 校 1･57･46

第11回(昭和37年) 大 野 体 協 1:56:11 広 島 電 機 高 校 1･51･33 大 竹 中 学 校 1･33･25

第12回(昭和38年) 大 竹 市 陸 協 Ａ 1:55:20 西 条 農 業 高 校 1･49･22 海 田 中 学 校 1･30･33

第13回(昭和39年) 五 日 市 体 協 1:56:22 広島電 機高校 Ｃ 1･51･09 大 竹 中 学 校 1･32･27

第14回(昭和40年) 大 竹 市 陸 協 Ａ 1:51:56 〃 Ａ 1･44･36 府 中 中 学 校 1･29･54

第15回(昭和41年) 大 竹 市 体 協 Ａ 1:46:01 〃 Ｂ 1･44･07 大 竹 中 学 校 1･29･57

第16回(昭和42年) 五 日 市 体 協 1:46:22 〃 Ａ 1･45･18 府 中 中 学 校 1･15･01

第17回(昭和43年) 大 竹 体 協 1:38:53 広 島 工 業 高 校 1･38･57 大 竹 中 学 校 1･23･24

第18回(昭和44年) 大 竹 体 協 1:38:25 広 島 電 機 高 校 1･36･15 大 竹 中 学 校 1･24･33

第19回(昭和45年) 和 木 体 協 Ｂ 1:38:11 広電大付属高校Ａ 1･35･45 大 竹 中 学 校 1･25･33

第20回(昭和46年) 和 木 体 協 1:23:06 広電大付属高校Ａ 1･22･47 大 竹 中 学 校 1･25･40

第21回(昭和47年) 和 木 体 協 Ａ 1:23:53 広島工 業高校 Ａ 1･24･20 大 野 中 学 校 1･25･17

第22回(昭和48年) 和 木 体 協 Ａ 1:23:24 山 陽 高 校 Ａ 1･23･55 栗 谷 中 学 校 Ａ 1･23･56

第23回(昭和49年) 和 木 体 協 Ａ 1:22:52 西条農 業高校 Ａ 1･23･21 大 野 中 学 校 1･24･13

第24回(昭和50年) 和 木 体 協 Ａ 1:23:41 広電大付属高校Ａ 1･22･47 大 野 中 学 校 1･25･33

第25回(昭和51年) 和 木 体 協 Ａ 1:24:47 西条農 業高校 Ａ 1･22･05 大 野 中 学 校 1･26･32

　　　　　　　　　　　　　　大 竹 駅 伝 競 走 大 会 優 勝 チ ー ム 一 覧 表

一 般 の 部 高 校 男 子 の 部 中 学 男 子 の 部 中 学 女 子 の 部 高 校 女 子 の 部
出発地点(折り返し)

一般・高校
　平和記念公園前
中学（11～13回）
　広工大前

一般・高校　県営競技場
中学　広工大前

一般・高校　県営競技場
中学　廿日市町役場

一般・高校
　玖波グリーンアイランド
中学　大竹市文化会館

大竹市文化会館

中国新聞社
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は３年連続優勝

チーム名 時間 チーム名 時間 チーム名 時間 チーム名 時間 チーム名 時間

第26回(昭和52年) 庄 原 市 体 協 Ａ 1:24:02 西条農 業高校 Ａ 1･20･54 七 尾 中 学 校 Ａ 1･24･54

第27回(昭和53年) 庄 原 市 体 協 1:23:51 西条農 業高校 Ａ 1･23･33 五日市 中学校 Ａ 1･25･43

第28回(昭和54年) 大 竹 体 協 Ａ 1:20:51 西条農 業高校 Ａ 1･21･58 五日市 中学校 Ａ 1･22･21

第29回(昭和55年) 大 竹 体 協 Ａ 1:20:19 西条農 業高校 Ａ 1･20･19 五日市 中学校 Ａ 1･23･27

第30回(昭和56年) 大 竹 体 協 Ａ 1:22:29 西条農 業高校 Ａ 1･20･00 七 尾 中 学 校 Ａ 1･22･29

第31回(昭和57年) 大 竹 体 協 Ａ 1:22:16 西条農 業高校 Ａ 1:20:32 七 尾 中 学 校 Ａ 1:22:14

第32回(昭和58年) 大 竹 体 協 Ａ 1:15:40 西条農 業高校 Ａ 1:16:21 三 和 中 学 校 Ａ 1:10:31

第33回(昭和59年) 東広島 市体協 Ａ 1:16:44 西条農 業高校 Ａ 1:14:47 三 和 中 学 校 Ａ 1:11:18

第34回(昭和60年) 大 竹 体 協 Ａ 1:15:26 西条農 業高校 Ａ 1:14:36 七 尾 中 学 校 Ａ 1:09:23

第35回(昭和61年) 大 竹 体 協 Ａ 1:29:18 西条農 業高校 Ａ 1:29:27 大 野 中 学 校 1:22:32

第36回(昭和62年) 東広島 市体協 Ａ 1:25:44 西条農 業高校 Ａ 1:27:18 阿 品 台 中 学 校 1:21:44 佐 伯 中 学 校 1:16:39

第37回(昭和63年) 東 広 島 市 体 協 1:24:47 西条農 業高校 Ａ 1:27:01 阿 品 台 中 学 校 1:21:42 佐 伯 中 学 校 1:15:50

第38回(平成元年)

第39回(平成２年) 東 広 島 市 体 協 1:25:25 西条農 業高校 Ａ 1:27:12 佐 伯 中 学 校 1:22:32 佐 伯 中 学 校 1:14:07 廿 日 市 西 高 校 1:29:51

第40回(平成３年) 東 広 島 市 体 協 1:27:50 西条農 業高校 Ａ 1:25:43 野 坂 中 学 校 1:22:34 佐 伯 中 学 校 1:17:10 鈴 峯 女 子 高 校 1:26:16

第41回(平成４年) 東 広 島 市 体 協 1:27:09 熊 野 高 校 1:25:20 大 竹 中 学 校 1:24:02 能 美 中 学 校   55:42 鈴 峯 女 子 高 校 1:09:49

第42回(平成５年) 東 広 島 市 体 協 1:25:39 西 条 農 業 高 校 1:26:16 佐 伯 中 学 校 1:21:35 佐 伯 中 学 校   55:16 鈴 峯 女 子 高 校 1:10:25

第43回(平成６年) 東 広 島 市 体 協 1:24:44 西 条 農 業 高 校 1:26:15 小 方 中 学 校 1:22:00 佐 伯 中 学 校   57:42 鈴 峯 女 子 高 校 1:10:41

第44回(平成７年) 東 広 島 市 体 協 1:26:54 熊 野 高 校 1:26:07 野 坂 中 学 校 1:24:12 佐 伯 中 学 校   59:17 皆 実 高 校 1:11:25

第45回(平成８年) 東 広 島 市 体 協 1:27:37 熊 野 高 校 1:25:25 大 竹 中 学 校 1:24:59 佐 伯 中 学 校   58:45 皆 実 高 校 1:09:42

第46回(平成９年) 広 島 市 陸 協 2:11:44 熊 野 高 校 1:15:45 大 竹 中 学 校 1:11:47 大 竹 中 学 校 1:03:24 皆 実 高 校 1:12:59

第47回(平成10年) 広 島 市 陸 協 2:10:32 熊 野 高 校 1:16:09 小 方 中 学 校 1:14:08 大 竹 中 学 校 1:01:07 西 条 農 業 高 校 1:13:58

第48回(平成11年) 呉 市 体 協 2:16:44 熊 野 高 校 1:15:39 小 方 中 学 校 1:12:56 野 坂 中 学 校   57:49 鈴 峯 女 子 高 校 1:12:38

第49回(平成12年) 呉 市 体 協 2:12:01 熊 野 高 校 1:15:55 小 方 中 学 校 1:11:19 野 坂 中 学 校   58:50 市立広島商業高 校 1:11:55

第50回(平成13年) 大 竹 市 体 協 Ａ 2:16:39 熊 野 高 校 1:16:02 小 方 中 学 校 1:11:15 能 美 中 学 校 1:01:58 市立広島商業高 校 1:15:26

　　　　　　　　　　　　　　大 竹 駅 伝 競 走 大 会 優 勝 チ ー ム 一 覧 表

一 般 の 部 高 校 男 子 の 部 中 学 男 子 の 部 中 学 女 子 の 部 高 校 女 子 の 部

中　　　　　　　　　　　　　　　　止

出発地点(折り返し)

総合市民会館前
一般・高校男子　八丁折り返し
中学男子　　　　安条折り返し
高校女子　　　　新幹線折り返し
中学女子　　　　自動車道折り返し

総合市民会館前
一　  般　 下松ケ原バス停・安条折返し
高校男子　 大迫ポンプ場・早瀬ケ迫折返し
中学男子・高校女子　 大迫・薬師寺折返し
中学女子　 恵川大橋・薬師寺折返し

大竹市文化会館
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は３年連続優勝

チーム名 時間 チーム名 時間 チーム名 時間 チーム名 時間 チーム名 時間

第51回(平成14年) 大 竹 市 体 協 Ａ 1:18:34 熊 野 高 校 1:16:39 小 方 中 学 校 1:10:09 佐 伯 中 学 校 1:03:39 西 条 農 業 高 校 1:00:41

第52回(平成15年) 広島疾風クラブＡ 1:18:16 熊 野 高 校 1:16:12 砂 谷 中 学 校 1:14:18 砂 谷 中 学 校 1:01:47 西 条 農 業 高 校 1:00:46

第53回(平成16年) 広島修 道大学 Ａ 1:13:25 熊 野 高 校 1:09:49 小 方 中 学 校 1:11:15 佐 伯 中 学 校   55:47 広 島 皆 実 高 校   55:23

第54回(平成17年) 広島修 道大学 Ａ 1:12:41 西 条 農 業 高 校 1:10:06 佐 伯 中 学 校 1:10:20 佐 伯 中 学 校   55:04 西 条 農 業 高 校   57:57

第55回(平成18年) 広島修 道大学 Ａ 1:14:04 沼 田 高 校 1:10:21 佐 伯 中 学 校 1:10:41 佐 伯 中 学 校   54:08 西 条 農 業 高 校   55:31

第56回(平成19年) 広島修 道大学 Ａ 1:12:16 西 条 農 業 高 校 1:11:37 大 野 東 中 学 校 1:12:55 廿 日 市 中 学 校   54:37 広 島 皆 実 高 校   56:10

第57回(平成20年) 大 竹 市 陸 協 Ａ 1:12:26 西 条 農 業 高 校 1:13:41 佐 伯 中 学 校 1:11:00 廿 日 市 中 学 校   54:24 鈴 峯 女 子 高 校   53:43

第58回(平成21年) 大 竹 市 陸 協 Ａ 1:12:42 西 条 農 業 高 校 1:13:06 大 野 東 中 学 校 1:09:45 大 野 東 中 学 校   52:55 鈴 峯 女 子 高 校   54:06

第59回(平成22年) 大 竹 市 陸 協 Ａ 1:12:39 西 条 農 業 高 校 1:13:06 佐 伯 中 学 校 1:09:34 大 野 東 中 学 校   50:41 鈴 峯 女 子 高 校   52:41

第60回(平成23年) チ ー ム Ａ Ｋ Ｂ 1:11:51 広島国際学院高校 1:12:40 佐 伯 中 学 校 1:10:39 大 野 東 中 学 校   51:22 皆 実 高 校   56:52

第61回(平成24年) 広島修 道大学 Ａ 1:12:49 広島国際学院高校A 1:11:05 大 野 東 中 学 校 1:07:57 大 野 東 中 学 校   52:02 西 条 農 業 高 校   57:12

第62回(平成25年) 広 島 修 道 大 学 1:12:14 広島国際学院高校A 1:11:47 大 野 東 中 学 校 1:08:48 佐 伯 中 学 校   50:44 西 条 農 業 高 校   56:39

第63回(平成26年) 広 島 経 済 大 学 1:13:02 広島国際学院高校A 1:12:37 大 野 東 中 学 校 1:08:35 大 野 東 中 学 校   51:55 高 陽 東 高 校   54:43

第64回(平成27年) 広 島 経 済 大 学 1:10:46 広 島 皆 実 高 校 A 1:11:22 七 尾 中 学 校 1:09:54 大 野 東 中 学 校   51:34 沼 田 高 校   56:49

第65回(平成28年) 広 島 経 済 大 学 1:11:01 広島国際学院高校A 1:11:41 阿 品 台 中 学 校 1:11:15 大 野 東 中 学 校   48:56 沼 田 高 校   55:40

第66回(平成29年) 広 島 経 済 大 学 1:12:17 西条農 業高校 Ａ 1:12:33 大 野 東 中 学 校 1:08:21 大 野 東 中 学 校   51:35 舟 入 高 校 Ａ   55:11

第67回(平成30年) 広 島 経 済 大 学 1:11:17 西条農 業高校 Ａ 1:11:27 大 野 東 中 学 校 1:07:48 大 野 東 中 学 校   54:11 沼 田 高 校   53:16

第68回(平成31年) 広 島 経 済 大 学 1:11:53 広島国際学院高校A 1:11:55 大 野 東 中 学 校   46:48 大 野 東 中 学 校   51:57 西 条 農 業 高 校   54:06 ※第68回大会より中学男子　恵川大橋・光明寺折返しに変更

第69回(令和２年) ～ 楽 笑 ～ 1:09:42 広 島 皆 実 高 校 1:10:08 大 野 東 中 学 校   46:49 大 野 東 中 学 校   50:21 舟 入 高 校   54:42

第70回(令和３年) ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため延期

第70回(令和４年) ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため延期

第70回(令和５年) ※中止

　　　　　　　　　　　　　　大 竹 駅 伝 競 走 大 会 優 勝 チ ー ム 一 覧 表

一 般 の 部 高 校 男 子 の 部 中 学 男 子 の 部 中 学 女 子 の 部 高 校 女 子 の 部
出発地点(折り返し)

総合市民会館前

一般・高校男子　大迫ポンプ場・早瀬ケ迫折返し

高校女子　ダイセル大竹倶楽部・薬師寺折返し

中学男子　大迫ポンプ場・薬師寺折返し

中学女子　恵川大橋・薬師寺折返し

総合市民会館

一　　般　　恵川大橋・日本大昭和板紙揚水場折返し

高校男子　恵川大橋・日本大昭和板紙揚水場折返し

高校女子　恵川大橋・薬師寺折返し

中学男子　恵川大橋・早瀬ヶ迫バス停折返し

中学女子　恵川大橋・光明寺折返し
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